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>日 本山岳会事務取扱時間

月,火,木,土曜    10時 ～20時

水,金曜        13時 ～20時

日曜・祭日は休み

>図書室開室時間
日曜 0祭 日 0月 曜を除く毎日
13時～20時

>事務局夏休み 8月 15日 ～20日

>ルーム閉鎖 7月 16日 ～9月 4日

平
成
六
年
度
通
常
総
会

九
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
」
遠
征
な
ど
も

■
特
筆
す
べ
き
青
森
支
部
の
設
立

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
小
倉
茂
暉
総
務
担

当
常
務
理
事
か
ら
、
二
月
末
現
在
の
会
員
数

は
五
、
二
六
四
名
、
委
任
状
二
、
五
二
六
名

で
、
出
席
者
を
併
せ
定
款
第
二
十
三
条
に
基

づ
く
三
分
の

一
定
数

一
、
七
五
五
名
を
上
回

り
、
総
会
成
立
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

同
理
事
か
ら
現
況
報
告
、
物
故
会
員
の
氏

名
朗
読
が
あ
り
、
黙
薦
の
あ
と
、
挨
拶
に
立

っ
た
藤
平
正
夫
会
長
は
、
大
要
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

「会
長
に
就
任
以
来
、
大
上
段
に
構
え
た

の
は
い
い
が
、
形
が
整

っ
て
い
な
い
。
今
年

度
は
九
十
周
年
事
業
と
し
て
の
記
念
式
典
、

マ
カ
ル
ー
登
山
隊
遠
征
や
、
組
織
改
正
で
形

を
整
え
た
い
。

ふ
り
返

っ
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
青
森

支
部
の
設
立
だ
。
五
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ

る
青
森
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は
、
山
登
り
に
端
を

発
し
た
わ
け
で
な
く
、
明
治
二
十
六
年
の
大

凶
作
の
お
り
、
ウ
エ
ス
ト
ン
の
救
済
活
動
に

よ
り
約
七
千
人
が
救
助
さ
れ
、
新
郷
村
が
今

日
あ
る
の
は
こ
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
ウ
エ
　
＞

ス
ト
ン
を
徳
と
し
、
顕
彰
の
お
祭
り
を
し
よ
　
１

う
と
い
う
特
異
の
ケ
ー
ス
だ
。
　
　
　
　
　
　
＜

ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
日
韓
登
山
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
韓
国
も
熱
心
な
運
営
ぶ
り
で
将
来
期

待
が
持
て
る
。

四
月
十
八
日
か
ら
六
日
間
、
『台
湾
交
流

登
山
団
』
と
し
て
訪
台
し
た
。
両
国
に
は
長

い
交
流
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

山
岳
会
と
し
て
は
何
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
ら

な
か

っ
た
。
は
か
ら
ず
も
今
回
初
の
公
式
訪

問
と
な

っ
た
。
参
加
者
四
十
名
で
、
二
班
に

分
か
れ
雪
山
と
合
歓
山
に
登

っ
た
。
薬
祀
柴

中
華
民
国
山
岳
協
会
会
長
以
下
関
係
各
位
に
、

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
感

謝
し
て
い
る
。

両
国
の
往
来
は
自
由
に
な

っ
て
い
る
の
で
、

挨拶する藤平正夫会長

平
成
六
年
度
通
常
総
会
は
五
月
二
十

一
日

東
京

ｏ
千
代
田
区
大
手
町
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
内
国

際
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

こ
の
通
常
総
会
に
は
会
員

一
八
八
名
が
出

席
。
議
案
①
平
成
五
年
四
月

一
日
～
平
成
六

年
二
月
二
十

一
日
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
　
②
平
成
六
年
度

事
業
計
画

（案
）
お
よ
び
収
支
予
算

（案
）

承
認
の
件
　
③
平
成
六
年
度
除
籍
予
定
者
の

件
　
④
そ
の
他
と
し
て
０
日
本
山
岳
会

マ
カ

ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
遠
征
の
件
　
０
九
十

周
年
記
念
式
典
開
催
と
地
方
支
部
ブ

ロ
ッ
ク

別
の
件
　
０
合
同
募
金
に
つ
い
て
、
慎
重
審

議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
原
案
ど
お
り

可
決
、
承
認
し
た
。

漏
∬朴
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今
後
と
も
、
い
っ
そ
う
交
流
の
充
実
を
図
り

た
い
」

総
会
出
席
の
た
め
来
日
し
た
薬
祀
柴
会
員

は
会
長
指
名
を
受
け

「
両
国
の
登
山
は
こ
ん

な
に
盛
ん
に
な

っ
て
お
り
、
今
後
と
も
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
。
訪
台
大
歓
迎
で
す
」

と
挨
拶
。

■
日
本
山
岳
会
は
健
全
財
政

藤
平
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
議
案
審
議

で
は
、
小
倉
理
事
の
事
業
報
告

（別
掲
）
の

あ
と
、
大
倉
昌
身
財
務
担
当
理
事
か
ら
収
支

決
算
、
財
産
目
録

（別
掲
）
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
平
成
五
年
度
の
収
入
は
、

予
算
額
六
〇
八
七
万
円
に
対
し
、
決
算
額

一

億
三
七
五
七
万
三
二
三
二
円
で
、
七
六
七
〇

万
三
二
三
二
円
の
黒
字
、
こ
れ
は
山
研
改
築

に
伴
う

「
日
本
自
転
車
振
興
会
」
補
助
金
、

「環
境
事
業
団
地
球
環
境
基
金
」
助
成
金
や

九
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
納
入
率
と
な

っ
た
通
常

会
費
収
入
、
山
岳
総
索
引
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

写
真
集
な
ど
の
刊
行
物
売
り
上
げ
収
入
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
グ

ッ
ズ
な
ど
そ
の
他
の
事
業
収
入
、
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
販
売
、
山
研
ご
祝
儀
な
ど
の

雑
収
入
の
増
大
に
よ
る
。

一
方
、
支
出
面
で
は
予
算
額
六
九
七
四
万

円
に
対
し
決
算
額

一
億
四

一
〇
三
万
〇

一
四

四
円
で
、
八
〇
二
九
万
〇

一
四
四
円
の
増
。

山
研
改
築
に
伴
う
松
本
土
建

へ
の
支
払
い
、

自
然
保
護
専
門
委
員
会

へ
の
調
査
研
究
費
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
グ
ッ
ズ
頒
布
品
立
替
に
よ
る
そ
の
他

事
業
費
、
図
書
専
門
職
員
採
用
に
よ
る
給
料

・
手
当
て
や
山
研
関
係
備
品
購
入
の
た
め
の

什
器
備
品
費
、
新
た
に
賃
借
す
る
サ
ン
ビ

ュ

ウ
ハ
イ
ツ
一
〇
四
号
室
関
係
の
雑
費
な
ど
に

支
出
増
が
あ

っ
た
も
の
の
、
他
項
目
に
つ
い

て
は
概
ね
微
増
程
度
で
、
収
支
と
も
前
年
度

比
五
〇
〇
万
円
増
の
規
模
と
な

っ
て
い
る
。

財
産
目
録
は
資
産
合
計
二
億
八
二
五
四
万

〇
八
七
六
円
、
負
債
合
計
五
七

一
万
四
九
二

〇
円
、
差
引
正
味
財
産
二
億
七
七
八
三
万
五

九
四
六
円
。

こ
れ
に
関
し
中
島
伊
平
監
事
よ
り
、
平
成

五
年
度
の
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減
決

算
書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
財
産
目
録
を
監

査
し
、
正
確
妥
当
な
こ
と
を
認
め
る
と
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

■
本
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
承
認

平
成
六
年
度
事
業
計
画
案

（別
掲
）
お
よ

び
収
支
予
算
案

（別
掲
）
に
つ
い
て
も
小
倉
、

大
倉
両
理
事
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

事
業
計
画
の
主
な
も
の
は
現
地
講
習
会
、

上
高
地
の
環
境
保
全
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

考
え
る

（六
月
）
、
第
十
二
回
講
習
、
上
高

地
、
横
尾
、
槍
沢
の
氷
河
地
形
と
植
物
を
調

べ
る

（同
）
、
関
西
支
部
主
管
の
全
国
支
部

懇
談
会

（十
月
）
、
第
二
回
青
年
登
山
集
会

（
二
月
）
な
ど
の
集
会
、

マ
カ
ル
ー
峰
登
山

研
究
会

（六
月
）
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
登
山

に
お
け
る
疲
労

（十

一
月
）
、
資
料
講
演
会

（同
）
な
ど
。

こ
れ
に
対
す
る
予
算
は
、
金
利
低
下
に
よ

る
受
取
利
息
減
を
見
込
み
な
が
ら
、
通
常
会

費
収
入
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
グ

ッ
ズ
頒
布
に
よ
る
そ
の

他
事
業
収
入
増
を
想
定
し
六
三
〇
七
万
円
に

一
方
支
出
で
は
図
書
専
門
職
員
採
用
に
よ
る

給
料

ｏ
手
当
て
、
図
書
室
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス

料
、
印
刷
機
器
リ
ー
ス
料
な
ど
の
そ
の
他
管

理
費
、
郵
便
料
値
上
げ
に
よ
る
通
信
運
搬
費

な
ど
の
増
加
を
見
込
み
六
八
七
六
万
七
〇
〇

〇
円
に
定
め
ら
れ
た
。

な
お
、
大
倉
理
事
か
ら
は
、
厳
し
い
財
政

だ
が
、
経
費
節
減
に
よ
り
会
員
サ
ー
ビ
ス
に

務
め
る
旨
、
決
意
表
明
が
あ

っ
た
。

■
九
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

そ
の
他
、
０
日
本
山
岳
会

マ
カ
ル
ー
登
山

隊

一
九
九
五
遠
征
の
件
に
つ
い
て
は
、
重
廣

恒
夫
常
任
評
議
員
が
説
明
に
立

っ
た
。

配
布
さ
れ
た
計
画
書
に
よ
る
と
、
世
界
第

五
位

（八
四
六
三
メ
ー
ト
ル
）
の
マ
カ
ル
ー

峰
東
稜

（チ
ベ

ッ
ト
側
）
か
ら
ポ
ー
ラ
メ
ソ

ッ
ド
に
よ
る
初
登
攀
で
、
す
で
に
昨
年
八
月
、

チ
ベ

ッ
ト
登
山
協
会
の
許
可
を
得
て
い
る
。

期
間
は
偵
察
が
明
年
二
月
中
旬
か
ら
二
月
中

旬
。
本
隊
は
同
二
月
中
旬
か
ら
五
月
下
旬
だ

が
、
経
費
の
点
か
ら
も
偵
察
隊
は
本
隊
と
継

続
。
隊
の
構
成
は
藤
平
正
夫
総
隊
長
、
重
廣

恒
夫
隊
長
、
山
本
宗
彦
登
攀
隊
長
が
決
定
。

登
攀
隊
員
十
名
に
現
在
十
六
名
が
応
募
中
。

登
山
隊
派
遣
の
趣
旨
は
、
日
本
山
岳
会
が
広

く
若
い
人
た
ち
の
、
厳
し
い
自
然
環
境
を
持

つ
高
峰

へ
の
憧
憬
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
精
神
を
引
き

継
ぎ
、
次
世
代
を
担
う
人
々
の
今
後
の
新
た

な
発
展
の
画
期
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
収
支
予
算
は
六

一
〇
〇
万
円
。

０
九
十
周
年
記
念
式
典
開
催
と
地
方
支
部

ブ

ロ
ッ
ク
別
の
件
に
つ
い
て
は
小
倉
理
事
か

ら
、
記
念
式
典
は
八
十
周
年
記
念
式
典
ス
タ

イ
ル
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
し
、
当
時
の
会
員

数
三
、
五
〇
〇
名
が
五
、
三
〇
〇
余
名
に
膨

れ
上
が

っ
て
い
る
こ
と
や
、
年
次
晩
餐
会
会

場
の
限
度
が
六
五
〇
名
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

勘
案
、
①
北
海
道
、
②
青
森
、
岩
手
、
秋
田
、

山
形
、
宮
城
、
福
島
　
③
本
部
　
④
信
濃
、
　

＞

山
梨
、
静
岡

（越
後
を
加
え
る
か
、
あ
る
い
　
２

は
越
後
は
②
と
す
る
か
）

⑤
東
海
　
⑥
京
　
＜

都
、
岐
阜
　
⑦
富
山
、
石
川
、
福
井
　
③
関

西

（山
陰
を
加
え
る
か
、
あ
る
い
は
山
陰
を

⑥
と
す
る
か
）

⑨
福
岡
、
東
九
州
、
熊
本
、

宮
崎
、
の
九
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
多
く
の
会

員
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
す
で
に
九
州
ブ

ロ

ッ
ク
で
は
平
成
七
年
六
月
に
、
東
北
ブ

ロ
ッ

ク
は
同
年
九
月
中
に
盛
岡
で
、
本
部
は
同
年

十
月
十
四
日
の
実
施
が
内
定
し
て
お
り
、
各

ブ

ロ
ッ
ク
と
も
平
成
八
年
二
月
ま
で
に
終
え

た
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
含
め
記
念
事
業
委
員
会

（委
員
長

ｏ
中
村
純
二
副
会
長
）
を
設
置
し
、

九
十
年
史
刊
行
は
見
送
り
、
百
年
史
の
ス
タ

ー
ト
と
す
る
。
新
た
に
映
像
に
よ
る
百
年
史
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も
企
画
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
を
設
置
す
る
。

前
者
は
望
月
達
夫
、織
内
信
彦
両
名
誉
会
員
、

松
丸
秀
夫
会
員
、
南
井
英
弘
図
書
担
当
理
事

を
中
心
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
フ
ィ
ル
ム
ビ

デ
オ
委
員
会
の
山
口
俊
輔
理
事
、
羽
田
栄
治

委
員
長
が
担
当
す
る
。
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
し

て
、
百
周
年
に
向
け
て
小
委
員
会
を
設
け
、

調
査
研
究
を
進
め
、
基
と
な
る
資
料
の
集
め

方
な
ど
を
検
討
す
る
。

０
合
同
募
金
に
つ
い
て
は
、
後
援
援
助
金

は
望
み
薄
で
あ
り
、
会
員
各
位
の
絶
大
な
協

力
を
お
願
い
し
た
い
し
、
節
約
し
て
効
果
的

な
九
十
周
年
記
念
事
業
と
し
た
い
旨
述
べ
ら

れ
た
。

ま
た
、
中
川
武
総
務
集
会
理
事
か
ら
前
記

一
〇
四
号
室
賃
借
に
つ
い
て

「
現
ル
ー
ム
に

移

っ
て
十
八
年
、
会
員
増
、
委
員
会
活
動
な

ど
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
加
え
、
諸
設
備

の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、
リ
ー
ス
と
し
て
出
た

一
〇
四
号
室
を
五
月

一
日
よ
り
賃
借
し
た
。

現
会
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー

観光週間
8月 1日 ～10日

実施目標

1.観光道徳の高揚

2。 観光地の美化

総務委員会

ム
委
員
会
を
設
け
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
下

旬
に
か
け
て
全
面
改
装
に
着
手
、
九
月
か
ら

は
装
い
新
た
な
姿
を
お
目
に
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
報
告
が
あ

っ
た
。

■
質
疑
応
答
後
は
懇
親
会
に

質
疑
応
答
で
は
石
田
稔
郎
会
員
か
ら
、
①

北
ア
で
の
外
国
人
登
山
者
の
ゴ
ミ
放
置
問
題

②
四
月
十
七
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「山
の
自

然
保
護
を
考
え
る
」
後
の
丹
沢
観
察
山
行
の

成
果
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
①
に
つ
い
て

は
藤
平
会
長
よ
り

「
日
山
協
の
斎
藤
会
長
と

密
接
に
対
応
を
協
議
し
て
お
り
、
単
に
旅
行

業
者

に
注
意
を
喚
起
す
る
だ
け
で
は
不
十

分
」
②
に
つ
い
て
は
大
森
弘

一
郎
自
然
保
護

担
当
理
事
よ
り

「観
察
山
行
に
限
り
、
丹
沢

の
ブ
ナ
の
立
ち
枯
れ
は
酸
性
雨
に
よ
る
も
の

か
、
あ
る
い
は
寿
命
に
よ
る
も
の
か
な
ど
判

断
す
る
段
階
に
な
い
」
と
の
応
答
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
議
案
審
議
は
す
べ
て
終
わ
り
、

山
口
俊
輔
、
中
川
武
の
両
氏
が
議
事
録
に
署

名
し
た
。

続
い
て
席
を
改
め
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、

織
内
信
彦
名
誉
会
員
が

「
こ
の

一
年
間
、
役

員
、
各
委
員
会
委
員
の
お
骨
折
り
に
会
員
の

一
人
と
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
益
々

の
会
の
発
展
と

マ
カ
ル
ー
峰
挑
戦
の
成
功
、

会
員
各
位
の
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と
乾
杯
音

頭
を
と
り
、
な
ご
や
か
な
懇
親
会
の
場
に
移

行
し
た
。（文

・
高
田
真
哉
　
写
真

・
小
倉
厚
）

里山と藪山の

自然保護

予塚貞関

自
然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
座
談
会
で

「登
山
を
す
る
こ
と
が
自
然
を
破
壊
し
て

い
る
」
と
か
、
こ
れ
に
類
す
る
意
見
が
定

番
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
必
ず
出
る
。
真

意
は

「山

へ
登
る
人
は
自
然
に
対
し
て
謙

虚
に
、
慎
重
に
行
動
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
意
味
だ
、
と
解

っ
て
い
る
が
、
そ

の
言
い
方
に
鋭
さ
が
あ
り
す
ぎ
る
と
、
心

の
中
で

「
そ
ん
な
に
い
う
な
ら
、
お
前
さ

ん
は
山
に
登
る
な
」
と
、
ブ
ツ
ブ
ツ
つ
ぶ

や
い
て
い
る
。

尾
瀬
の
菖
蒲
平
や
立
山
の
室
堂
平
を
例

に
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
高
山
や
湿
原
で

は
、　
一
旦
破
壊
さ
れ
る
と
、
復
元
す
る
の

は
難
し
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
ご
意
見
は
ご

尤
も
で
、
反
対
す
る
気
は
ま

っ
た
く
な
い

が
、
南
関
東
の
里
山
や
、
温
暖
な
地
方
で
、

厳
冬
で
も
根
雪
が
残
ら
な
い
よ
う
な
低
い

藪
山
で
は
、
雑
木
林
や
気
分
の
よ
い
草
原

で
、
草
の
上
に
座

っ
て
昼
食
を
食
う
ぐ
ら

い
の
楽
し
み
は
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い

る
。
温
暖
な
低
山
で
は
、
野
草
の
復
元
力

は
、
そ
の
程
度
で
駄
目
に
な
る
ほ
ど
弱
い

も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

旧
間
に
な
る
が
、
四
月
十
六
日
に
秦
野

市
文
化
会
館
で
自
然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
い
た
と
き
、
人
集
め
の
た
め
に
渋
沢

丘
陵
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
、
会
場
に
送

り
こ
も
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
実
行

委
員
数
人
で
下
見
を
し
た
。

渋
沢
丘
陵
は
、
丹
沢
、
伊
豆
箱
根
、
富

士
山
、
相
模
湾
と
大
島
ま
で
三
六
〇
度
の

展
望
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
環
境
に
あ

る
が
、
コ
ー
ス
の
五
分
の
四
が
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
自
動
車
道
路
で
あ
る
。
昼
食
の
第

一
候
補
地
、
震
生
湖
は
隣
が
ゴ
ル
フ
練
習

場
で
、
う
る
さ
く
落
ち
着
か
な
い
。
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行

っ
た
と
こ
ろ
に
、
気

分
の
よ
い
雑
木
林
が
あ
る
。
味
気
な
い
震

生
湖
で
昼
食
に
す
る
よ
り
、
唯

一
自
然
の

残

っ
て
い
る
雑
木
林
の
中
に
し
よ
う
、
里

山
だ
し
問
題
も
な
か
ろ
う
、
と
意
見
が

一

致
し
た
。

さ
て
当
日
、
せ
い
ぜ
い
三
、
四
十
人
だ

ろ
う
と
思

っ
て
い
た
参
加
者
が
、
秦
野
駅

前
に

一
三
〇
人
も
集
ま

っ
た
。
春
霞
の
コ

ー
ス
は
鶯
が
鳴
き
、
雑
木
林
の
下
に
は
、

ス
ミ
レ
、
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
、
よ
い
気
分

だ

っ
た
が

「あ
の
昼
食
は
自
然
破
壊
だ
」

と
文
句
が
出
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
自
然
保

護
協
会
の
森
先
生
が
「
里
山
は
問
題
な
い
」

と
助
け
船
を
く
だ
さ

っ
た
。
有
り
難
い
。

雑
木
林
で
は
、
来
春
も
ス
ミ
レ
が
た
く
さ

ん
咲
く
だ
ろ
う
。

(3)
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12月 17日  プラブーツ突然破壊 4団体協議会(日 山協,HAT,
労山,JAC)(遭難対策)

1月 15～ 17日  八方尾根親睦山行 (集会)    八方尾根

1月 8日  山の自然学第 4回講座 (自然保護専門)

国民生活センター

1月 12日  立教大学チョモロンゾ報告会 (青年,学生)本会

1月 12日  第 1回マカルー峰登山小委員会      本会

1月 15日  山の自然学実習 (自然保護専門)    木曽駒

1月 17日  プラブーツ突然破壊 4団体協議会(日 山協,HAT,
労山,JAC)(遭難対策)

1月 21日  16 mmフ イルム映写会 (フ ォトビデオ) 本会

1月 26日  テーピング講習会 (医療,集会)  麹町集会所

1月 30日  山の自然学第 5回講習 (自然保護専門)秋川丘陵

2月 5日 第 2回 マカルー峰小委員会        本会

2月 5～ 6日  アイスクライミング講習会 (学生指導)八ヶ岳

2月 15日  ヒマラヤジャーナル編集長来日歓迎レセプション

(海外)                 本会

2月 16日  プラブーツ突然破壊 4団体協議会(日 山協,HAT,
労山,JAC)(遭難対策)

2月 17～20日  山の自然学第 6回講習(自 然保護専門)屋久島

2月 21日  チベット登山協会代表来日歓迎レセプション (海

外,高所)               原宿

2月 25日  山の自然学第 7回講習 (自然保護専門)

国民生活センター

2月 25日  第 22回 山岳史懇談会「もう一つの登山史一陸地

測量部」(図書)             本会

2月 26～27日  日本山岳会青年登山懇談会 (青年,総務,集
会,学生,指導)         八王子

第 3回マカルー峰小委員会        本会

第 4回 マカルー峰小委員会        本会

オリエンテーション (総務)     食糧会館

第 5回 マカルー峰小委員会       本会

第 25回 山岳図書を語る夕べ「地図を使った風景

スケッチ入門」 (図書)         本会

3月 26～28日  山スキー講習会         妙高火打

(口 )研究会

7月 7日 マカルー山群のチベット側研究会

8月 4日 キルギスタン天山山脈研究会

2月 2日 マカルー峰東稜研究会

4月～3月  隔月 :レ スキュウ研究会

(ハ )シ ンポジウム

4月 10日  丹沢シンポジウム            青山

5月 21～22日  第 13回 日本登山医学シンポジウム (医療)

宮城勤労総合福祉センター

2.登山施設,そ の他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の資料室,展示室,宿泊施設等の活用
*山 に関する貴重なフィルム,ス ライ ド,テープ,アルバム等の

補修及び複製その他貴重な資料の収集,整備,管理

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導

4.自然保護活動の推進

8月 1～ 30日  自然保護活動の実践

10月 ～3月 鳥海山保護対策

5.機関紙等の発行
*「山岳」第 88年 (1993年)号の発行
*会報「山」第 575号～586号の発行

6。 国内および外国山岳団体との連絡,情報交換
*国 内関係団体 (日 山協,都岳連,HAT一 Jそ の他)と の密接な

連絡
*海外登山団体との機関誌

7.海外登山
*第 4次マッキンリー気象観測機器設置登山の実施

8。 その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の拡充をはかる
*その他目的を達成するために必要な事業を行う

月

月

月

月

月

(4)

1.

日本山岳会 平成 5年度事業報告
(5.4.1～ 6.3.31)

登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

(イ )集会
4月 7日 アンタークテックウォーク南極隊報告会 (青年)

本会

4月 18日  さくらハイク (総務)        多峰主山

5月 7日  マカルー峰登山隊報告会 (青年)     本会

5月 14日  国際山岳連盟会長歓迎レセプション (海外)

5月 15日  支部長会議 (総務)        コープビル

5月 15日  定例総会 (総務)           〃

5月 21～23日  富士山合宿 (青年)        富士山

5月 22～23日  若葉会山行            岩岳山

6月 2日 マッキンリー隊壮行会 (青年,学生)   本会

6月 5～ 6日 谷川岳合宿 (青年,学生)      谷川岳

6月 12～ 13日  霧降高原撮影会 (フ ォトビデオ)   日光

中央アルプス撮影会 (フ ォトビデオ) 宝剣

6月 17日  小川山岩登り講習会 (青年)      小川山

7月 6日  第 1回高所登山研究委員会        本会

7月 14～ 15日 全国山岳遭難対策協議会に参加    新潟

7月 23日  OB懇談会 (青年,学生)        本会

8月 8日  キルギスタン共和国アカーエフ大統領と会見 (海

外,青年)

8月 29日  空撮による登山道周辺の破壊 (自然保護専門)

北ア上空

ガッシャブルム 2峰報告会 (青年)    本会

ビールパーティー            本会

プラブーツ突然破壊 4団体協議会 (日 山協,HAT,
労山,JAC)(遭難対策)

9月 11～ 12日  全国集会 (自 然保護)        戸倉

10月 2～3日  山の自然学第 1回講習 (自然保護専門)木曽駒

10月 3日 観察山行 (自然保護)         高尾山

10月 5日  プラブーツ突然破壊 4団体協議会(日 山協,HAT,
労山,JAC)(遭難対策)

10月 6日 キルギスタン天山山脈踏査隊報告会(青年)本 会

10月 16日  新入会員歓迎会 (総務)  都市センターホール

10月 23～24日  全国支部大会 (総務)        山梨

10月 28日  第 1回 山の本シリーズ「山岳図書 古本屋の舞台

裏」(図書)               本会

11月 1日 プラブーツ突然破壊 4団体協議会(日 山協,HAT,
労山,JAC)(遭難対策)

11月 8日 学生部加盟校監督会議 (青年,学生)   本会

11月 11日  講習会 :火山を読む (集会)   アルカディア

11月 14日  観察山行 (自然保護)         武甲山

11月 14日  資料講演会 (資料)           本会

11月 16日  医療委員会 (医療)         国際観光

11月 16～ 29日  写真展 (フ ォトビデオ) 三省堂ギャラリー

11月 24日  テーピング講習会 (集会)     一番出張所

11月 26日  フリークライミング講習会 (学生指導)

11月 24日  テーピング講習会 (医療,集会)  麹町集会所

11月 28日  山の自然学第 2回講習 (自然保護専門)

国民生活センター

12月 3日 第 2回高所登山委員会 (立教大学チョモロンゾ登

山隊)                 本会

12月 4日 支部長会議 (総務)          新高輪

12月 4日 年次晩餐会 (総務)      プリンスホテル

12月 5日 懇親山行 (集会)           弘法山

12月 10日  台湾交流打ち合わせ会 (海外)      本会

12月 12日  山の自然学第 3回講習 (自然保護専門) 三頭山

月

月

月
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料

費

課公

険
繕
鵬

保

修

租

文具・消耗品費

印刷・製本費

旅費・交通費

通信・運搬費

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他の管理費

負

賃

雑

固定資産取得支出

什器備品購入支出

建設仮勘定支出

固定資産取得支出計

敷金・保証金支出

敷 金 支 出

出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

終身会費積立金支出

退職金給与引当預金支出

特定預金支出計

予 備 費

予 備 費

当期支出合計 (C)
当期収支差額

(A)一 (C)

次期繰越収支差額
(B)一 (C)

(注)1。 長期計画積立金支出 No.815中 川喜久雄会員寄附金

を含む ¥1,000,000。 一

正味財産増減計算書
平成 5年 3月 31日 ～ 6年 3月 31日

収 支 計 算 書
平成 5年 4月 1日 から平成 6年 3月 31日 まで

「日本自転車振興会」補助金 ¥59,913,000.一

「環境事業団 地球環境基金」助成金 ¥3,500,000.―

No.815中川喜久雄会員寄附 ¥1,000,000.―

合同募金追加収入 平成 5年 4月 1日 ～平成 6年 3月

31日

1,651,1

3,557

151,1

129

7,809

780

54,000

54,780

300

120

1,720

670

2,510

1,500

計

金

料

費

費

担

借

　

理管

750

1,120

135

3,000

(注)1.

(注)2.
(注)3.

出の部支

費

費

業

版

事

出

図書管理費

調査研究費

指 導 費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

海外登山補助金

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

事業費計

。運営管理費

給料・手当

12,888, 1,408,

1,035

4,753

826

4,103

238

2,880

2,500

3

7,678,

987.

4,678,

4,236

42,128

11,

1,

4,

138,

63,

60,740,0001 141,030,1441△ 80,290,144

|       |
130,0001△ 3,457,8121 3,587,812

|       |
34,696,328131,108,5161 3,587,812

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

I。 収入の部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費・入会金収入

入会金 収 入

復活会費収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金
収入計

3。事 業 収 入

広告料収入

印税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入計

1.補助金等収入

補助金収入

5。寄付金収入

寄付金収入

募 金 収 入

寄付金収入計

3.雑 収 入

受取利息

雑 収 入

雑収入計

7.特定預金取崩収入

退職給与積立金取崩
収入

400,000

4,050,000

0

43,000,000

0

47,050,000

1,500,000

20,000

800,000

3,000,000

2,700,000

8,020,000

5,000,000

400,000

5,400,000

0

0

348,355

4,590,000

210,000

46,532,000

670,000

52,002,000

1,392,661

13,649

1,926,524

4,965,650

2,460,462

10,758,946

63,413,000

1,000,000

4,115,000

5,115,000

4,465,550

1,469,481

5,935,031

0

51,645

△   540,000

△   210,000

△  3,532,000

△   670,000

△  4,952,000

107,339

6,351

△ 1,126,524

△  1,965,650

239,538

△  2,738,946

△ 63,413,000

△ 1,000,000

△  4,115,000

△  5,115,000

534,450

△  1,069,481

△   535,031

0

洋
」
　

　

痒

当期収入合計(A)

前期繰越収入差額

収 入 合 計(B)

60,870,00C

34,566,328

137,572,332

34,566,328

△ 76,702,332

C

95,436,328 172,138,660 76,702,332

科   目 金

1.増加の部
1.資産増加額
図書出版研究基金
長期計画積立金
終身会費積立金
建設仮勘定
什器・備品
棚卸資産
建物建設額
敷   金

増加額合計
Ⅱ.減少の部
1.資産減少額
当期収支差額
什器・備品
建設仮勘定
減少額合計

当期正味財産増加額
前期繰越正味財産額
期末正味財産合計額

120,00C

4,720,00C

670,00C

54,000,00C

780,00C

l,271,765

118,000,00C

300,00C 179,861,765

121,671,376

179,861,

3,457,812

213,564

118。 000.00C

377,825,94C

科   目 予算額 決算額 差 異

(5)

11,453

〔

(

C

7
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科    目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託 (三井)

″  (日 本)

〃  (中央)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合 計 (基本金) 8,000,000 8,000,000

2.基本財産の増減及びその残高は,次のとおりである。

3。 次期繰越収支差額の内容は,次のとおりである。

4.固定資産の取得価額,減価償却累計額及び当期末残高は,次の

とおりである。

財 産 目 録
平成 6年 3月 31日 現在

[1]資産の部

1.流 動 資 産

現 金 預 金

現金 現金手許有高

振 替 預 金

東京地方貯金局

普 通 預 金

あさひ銀行市ヶ谷
支店

三菱銀行市ヶ谷支店

三和銀行本郷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿
西日支店

日本信託銀行本店

定 期 預 金

あさひ銀行市ヶ谷
支店

未 収 会 費 330名分

棚 卸 資 産注1

流動資産合計

固定資産

(1)基 本 財 産

貸 付 信 託

三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 注2

計算書類に対する注記

重要な会計方針

(1)有価証券の評価規準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は,総平均法による原価基準を採用し

ている。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の 139%に相当

する額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には,現金預金,未収会費,前受会費及び預り

金を含めている。なお,前期末及び当期末残高は,下記 3に

記載のとおりである。

(6)

科   目 金 額

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

現   金

振 替 貯 金

普 通 預 金

定 期 預 金

未 収 会 費

棚 卸 資 産

流動資産合計

2.固 定 資 産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基本財産合計

その他固定資産

土   地

建   物

建設仮勘定

什 器 備 品

敷   金

図書出版研究基金

長期計画積立金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与引当預金

その他固定資産合計

固定資産合計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預 り 金

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

[3]正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

432,605

721,939

5,886,902

22,000,00C

3,117,00C

4,637,028

36,795,474

346,745,402

383

8,000,00C

8,000,00C

46,297,17C

144,423,00C

C

6,180,232

300,00C

4,740,00C

35,970,00C

89,110,00C

7,060,00C

4,665,00C

338,745,402

200,00C

849,93C

1,049,930

4,665,000

5,714,93C

377,825,94C

8,000,00C

58,190,38C

4,665,000

383,540,87C

科 目 前期末残高 当期末残高 備  考

現 金 預 金

未 収 会 費

33,080,202

3,225,000

29,041,446

3,117,000

合   計 36,305,202 32,158,446

前 受 会 費

預  り  金

174,000

1,564,874

200,000

849,930

合  計 1,738,874 1,049,930

次期繰越収支差額 34,566,328 31,108,516

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建     物

什 器 備 品

144,423,000

6,180,232

0

0

144,423,000

6,180,232

合  計 150,603,232 150,603,232

科   目 金 額

5,657

22,

3,117

4.637

36,795

貸 借 対 照 表
平成 6年 3月 31日 現在
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山

　

山

山

計

テーブル (木製 2台 )

ライティングビューロー (木製)

フ ム収納キャビネット (ス チ

― ド容器 (木製 3段 )

棚 (木製 2段 )

mm映写機 16-CL(MO)
パゥチ H-140
―ソナルヮープロ WJ― R70FI

ラス戸付(2台 )

シャープ液晶ビジョンー式
VTR 001 NWV
ファクシミリJAX-9

ショナル冷凍冷蔵庫
NR-041 VP 2-

ショナル 29ィ ンチテレビ
TH-29 VS

ショナル BS付 ビデオHV― BS 50

土  地 57.91484m2

建  物 432,63m2
建設仮勘定

什器・備品

敷   金

る

46,297,1

144,

1

4.10。 1

5.3

5.3

5。 3

図書出版研究基金 (定
期預金・あさひ市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期
預金・三菱市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (定期
預金 0あ さひ市ヶ谷)

退職給与引当預金 (定
期預金・あさひ市ヶ谷)

その他固定資産
合計

固定資産合計

資産合計

[2]負 債の部
1.流 動 負 債

前 受 会 費 23名分

預り金 職員に対す
源泉所得税その他

流動負債合計
2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正 味 財 産

注 1)棚卸資産内訳

注 2)その他固定資産内訳
1.建物および土地

2.什 器 備 品

内移動書架一式, コンパックル

89,110

7,060

4,665

財産目録記載外のその他物品リスト (主 として受贈益)

図   書

2.絵  画 5,714,

53. 2

53. 8

(7)

種  類 摘 要 冊   数

和

洋

圭
日

圭
日

成

成

平

平

年度 受入冊数

年度 受入冊数

冊

冊

8813冊

3147冊

338,745,402

200,000

849,930

4,665,000

1,049,930

4,665,000

377,825,94C題   名 種類,号数 作 者 名 掲載,保管場所

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

富

田

群

伊

針

馬

士  山

代 沼 の 自

豆  半

の 木

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原画)

メール ドグ ラス

モ ン ブ ラ ン

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸 沢 よ り北穂 高

槍 ヶ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ヶ 岳

北 穂 高 主 峰

槍   ヶ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

冬の 山 (清 太 山)

プカヒルカ・ノルテ

梓  メ|1 秋  色

旧上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼  岳  秋  趣

ナムチャバルヮ峰暮色

白 馬  雪  田

上 高 地 秋 景

５０

２５

・６

絵

１０

１０

絵

１０

絵

グ

グ

グ

Ａ．
Ａ．
珍

　

・

・
　

・
　

″

″

″

赤｛条　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
　
ン
　
　
ソ

油

油

油

墨

油

油

墨

油

墨

エ

エ

エ

・６

１０

ル

２５

２５

２５

８

・４

・４

絵

彩

１２

・８

１０

・８

１０

画

２０

・・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

．

一　

　

　

Ｆ

油

彩

一

万

一

一

一

一
Ｐ

彩

彩

　

　

一

画

彩

画

　

本

．

水

油

パ

油

油

油

油

水

水

墨

水

油

版

水

版

油

日

油

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

ギ
ト

男

男

一
イ

寿

寿

ラ
ワ

ユ
ト

里

里

シ

ン

山

山

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清野  恒

清野  恒

近藤 茂吉

渡辺 九郎

後 藤 三 男

松田 敏男

松田 敏男

鈴木 正俊

神原 忠夫

丸山 晩霞

後藤 三男

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

談  話  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

図  書  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

集  会  室

松本アルプス山岳館

室

室

室

室

室

室

会

話

話

会

話

会

集

談

談

集

談

集

室

室

室

室

会

会

話

話

集

集

談

談

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

事  務  室

談  話  室

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

種   類 摘 要 金  額

刊  行  物

服飾品・その他

山岳・山岳総索引 0山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

1,998,905

2,638,123

合   計 4,637,028

A 事務所および図書室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構造 鉄筋コンクリー ト造,陸屋根,地下 1階付
5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32m2

宅地特分 1,124.56m2× 339/10,000

=38。 1225841n2

(図書室)区分所有建物 1階部分 55。 22m2
宅地特分 1,124.56m2× 176/10,000

=19.7922561n2

計 158.54m2宅地特分 57.91484m2

72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村 4469番地 1

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟
274.09コ n2

118,000,000

合 計 190,720,170

取得年月日 取得価格 所在

*他の絵画,写真,省略

トー式 (張布イス,テ ー



(第二種郵便物認可)山  590-1994・ 7・ 20

*第 20回講習「白神の一部を見る」(自然保護専門)

白神山地 9月 23～25日

*森林研究観察山行 (自然保護)         未定 9月
*海外登山隊報告会 :キ ルギスタン天山山脈隊 (青年,学生)

本会 9月 7日

*全国集会 (自 然保護)       山梨 9月 17日 ～18日

*海外登山報告会 :K2峰 (青年,学生,海外)本会 10月 5日

*第 21回講習「教育された指導員を加え実習」(自然保護専門)

木曽駒ヶ岳 10月 8～10日

*実習, 自然学の説明マニュアル作成 (自然保護専門)

本会 10月
*実習,気象観測機器の設置 (自然保護専門) 木曽駒 10月
*探索山行,氷河地形を探る (科学研究)   千畳敷 10月
*第 24回 図書交換会 (図書)          本会 10月
*初級岩登り講習会 (指導)          未定 10月
*事務局担当者会議 (関 西支部)        大阪 10月
*全国支部懇談会 (総務)           本会 10月
*新入会員懇談会 (総務)           本会 10月
*全会員向けイベント (集会)      本会 10月 ～11月

*マ ラソン大会 (学生)            皇居 11月
*海外登山隊報告 :グ レート トラゴン東峰 (青年,学生)

本会 11月 2日

*写真及びビデオ撮影会 (フ ィルムビデオ)   未定 11月
*展覧会 (フ ィルムビデオ)          未定 11月
*第 22回講習 指導実習と「自然と人」(自然保護専門)

屋久島 11月 3～ 6日

*第 23回 講習「開発行為が誘発した自然破壊の現場て実習」

(自然保護専門)           奥多摩 11月 12日

*第 24回講習 緑少年隊を加えたエコーツアー

屋久島 11月 20～23日

*フ リークライミングコンペ (学生)    未定 12月 上旬
*支部長会議 (総務)           未定 12月 3日

*年次晩餐会 (総務)           未定 12月 3日

*年次晩餐会後の懇親山行 (集会)     未定 12月 4日

*海外登山報告会 :ダウラギリ主峰 (青年) 本会 12月 7日

*第 25回講習「山の自然学の中級講義」(自然保護専門)

国民生活センター 12月 10日

*気象観測データーの収集,解析(自然保護専門)木曽駒岳 1月
*映写会,保存テープの公開 (フ ィルムビデオ)  本会 1月
*八方尾根スキー (集会)          八方尾根 1月
*第 26回講習「自然保護活動の在り方」(自 然保護専門)

国民生活センター 1月 21日

*第 27回講習「日本最南端の原生の山の保護」(自 然保護専門)

西表島 2月 16～ 19日

*支部事務局担当者会議 (総務)    八王子セミナー 2月
*青年登山集会 (青年登山懇談会)

*第 23回 山岳史懇談会 (図書)

*アイスクライミング講習会 (青年,学生)

*第 26回「山岳図書を語る夕べ」(図書)

*第 29回 この一本展 (図書)

*古道登山 (図書)

*新入会員オリエンテーション

*山岳スキー講習会 (指導)

*第 28回講習「山の自然学, 自然保護の講義」

2月

2月

中旬

3月

3月

3月

3月

3月

(自然保護専門)       国民生活センター 3月 11日

(口 )研究会
*マ カルー峰登山研究会 (高所登山)    本会 6月 25日

*雪崩,遭難対策等の研究会 (青年)     本会 2月 1日

(ハ)講演会・シンポジウム

*シ ンポジウム丹沢の立枯状況調査 (自然保護)

秦野文化会館 4月 16～ 17月

*山学同志会チベット講演会 (高所)    本会 11月 26日

*第 14回 日本登山医学シンポジウム後援 (医療)

未定 5月 27～28日

会
期
会
会
定
会
定

本

　

本

本

未

本

未

定

〃
　

未

3.フ ィルム・ ビデオ

フィルム 15点 「マナスルに立つ」他

ビデオ 70本

監 査 報 告

社団法人日本山岳会平成 5年度の収支計算書,正味財産増減計算

書,貸借対照表および財産目録を監査し,正確妥当なことを認めます。

平成 6年 4月 14日

社団法人 日本山岳会   監事 中島 伊平

監事 川崎  巌

1.

(社)日 本山岳会 平成 6年度事業計画 [案 ]

(6.4.1～ 7.3。 31)

登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

(イ )集会
*新入会員歓迎さくらハイク (総務)    本会 4月 10日

*第 9回講習「氷河期が残したものの価値を学ぶ」

(自然保護専門)           秋川丘陵 4月 3日
*ゴールデンウイーク合宿 (青年,高所)未定 4月 下～5月 上
*ネパール森林保全実習のための調査及び氷河期の変化の調査

(自然保護専門)      ネパール 4月 29日 ～5月 8日

*森林研究観察山行 (自然保護)         未定 4月
*上半期支部長会議 (総務)       JAビ ル 5月 21日

*通常総会 (総務)            〃  5月 21日

*第 11回講習「自然保護教育」(自然保護専門)

国民生活センター 5月 28日

*第 18回若葉会山行 (青森,集会)  青森 5月 28日 ～29日

*大学山岳部積雪期合宿記録集成 (学生)   本会 5月 上旬
*第 48回 ウエストン祭 (信濃支部)   上高地 6月 4～ 5日

*フ リークライミング集会 (青年,学生)   未定 6月 上旬
*谷川岳合宿 (青年)            谷川 6月 上旬
*自 然を読むシリーズ (集会)          未定 6月
*第 13回講習「各地研究,清掃,指導登山」(自然保護専門)

各地 6月 1～ 30日

*現地講習会,上高地の環境保全と自然エネルギーを考える

(科学研究)                上高地 6月
*第 12回講習「上高地,横尾,槍沢の氷河地形と植物を調べる」

(自然保護専門)          上高地 6月 17～ 19日

*小川山集会 (青年,学生)        小川山 6月 下旬
*森林研究観察山行 (自然保護)         未定 6月
*映写会,保存テープの公開 (フ ィルムビデオ)  本会 6月
*写真及びビデオ撮影会 (フ ィルムビデオ)    未定 6月
*新会員のための会合(集会)          本会 7月
*第 14回講習「山の自然学入門」(自 然保護専門)

国民生活センター 6月 25日

*第 15回講習「自然保護教育」(自然保護専門)

国民生活センター 7月 16日

*マ ッキンリー峰報告会 (青年,学生)    本会 7月 6日

*第 16回講習「白馬岳自然学現地講座」(自然保護専門)

白馬 7月 28～31日

*第 17回講習「北ア等の山域で指導実習」(自 然保護専門)

北アルプス 8月 1日 ～31日

*学生部 青年部 OB懇談会 (青年,学生)  本会 8月 3日

*第 18回講習「シェラネバダの自然保護活動」(自 然保護専門)

シェラネバダ 8月 13～ 21日

*第 19回講習「山の自然学の基礎と自然保護」(自然保護専門)

国民生活センター 9月 10日

(8)
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63.070.0001  60.870.0001
1       1

31,108,5161 34,566,3281

2,200,000

△ 3,457,812

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B) 94,178,5161 95,436,3281△ 1,257,812

受取利息

雑収入

雑収入 計

3,500

4,000

△ 1,500

100

△ 1,400

*エベレスト冬季登攀講演会 (高所登山)  本会 9月 17日

*講演会「第 2回山の本シリーズ」(図書)    本会 10月
*シ ンポジウム,登山における疲労 (医療)   本会 11月
*資料講演会 (資料)             本会 11月
*講演会「登山における低体温症,漏水について」(医療)

本会 11月
*冬山遭難防止の為の講演会 (遭難対策) 本会 11月 ～12日

*講演会「スキーカ学のモデル,ス キーロボットの実演」

本会 12月
*講演会「マッキンリー気象観測報告」      本会 2月

2.登山施設の運用,そ の他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用,資料室開設      5月 ～10月

*山岳研究所での水車発電の研究,実験
*受入れ資料保管
*各博物館美術館との提携強化
*海外遠征の記録,会合,行事等の記録的フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導

4.自然保護活動の推進
*自 然保護活動の機関紙発行
*鳥海山対策
*定点観測及び海外文献の紹介
*山の自然保護指導者の養成

5。 機関紙等の発行
*山岳 89(1994)号の発行
*会報「山」587号～598号の発行

6。 国内及び外国山岳団体との情報交換
*国 内関係団体 (日 山協,都岳連,HAT一J,その他)と の密接

な連絡
*海外登山団体との機関紙及び情報の交換

7.海外登山
*90周年マカルー峰登山
*中華民国山岳協会との交流登山    台湾 4月 18～ 23日

*第 5次海外登山 (マ ッキンリー気象観測登山隊)派遣  6月
*第 6次海外登山 (キ ルギスタン天山山脈隊)派遣    8月

8。 その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書及び 2万 5千分の 1地図の拡充
*その他目的を達成するために必要な事業を行う

収 支 予 算 書 (案 )

平成 6年 4月 1日 から平成 7年 3月 31日 まで

I.収入の部

7

基本財産運用収入

基本財産利息収入

会費・入会金収入

入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入

事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入 計

補助金収入

.寄付金収入

寄付金収入

.雑収入

0

49,500,000

1,500,000

20,000

1,000,000

4,000,000

2,700,000

9,220,000

0

△   50,000

450,000

2,000,000

0

2,450,000

0

0

200,000

1,000,000

0

1,200,000

43

47

1

3,000,

2,700,

科   目 予算額 前年度予算額 増 減 備考

Ⅱ.支出の部

1。 事 業 費

出 版 費

図書管理費

調査研究費

指 導 費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

事業費計

2.運営管理費

給料・手当

文具・消耗品費

印刷・製本費

旅費・交通費

通信・運搬費

保 険 料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他の管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特定預金支出

長期計画積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

5。 予 備 費

予 備 費

当期支出合計 (C)

当期収支差額
(A)一 (C)

次期繰越収支差額
(B)― (C)

12,313,000

805,000

2,139,000

965,000

4,000,000

250,000

3,000,000

2,000,000

3,000,000

1,000,000

5,400,000

34,872,000

12,700,000

250,000

1,500,000

1,800,000

1,600,000

430,000

200,000

600,000

500,000

400,000

300,000

350,000

300,000

3,500,000

180,000

750,000

2,300,000

135,000

600,000

28,395,000

0

0

3,000,000

1,000,000

4,000,000

1,500,000

11,480,000

805,000

1,295,000

965,000

4,000,000

250,000

2,900,000

3,000,000

3,000,000

1,000,000

4,300,000

32,995,000

7,500,000

250,000

1,500,000

1,600,000

1,200,000

430,000

2,200,000

600,000

450,000

400,000

200,000

350,000

300,000

3,500,000

160,000

750,000

1,120,000

135,000

600,000

23,245,000

0

0

3,000,000

0

3,000,000

1,500,000

833,000

0

844,000

0

0

0

100,000

△ 1,000,000

0

0

1,100,000

1,877,000

5,200,000

0

0

200,000

400,000

0

△ 2,000,000

0

50,000

0

100,000

0

0

0

20,000

0

1,180,000

0

0

5,150,000

0

0

0

1,000,000

1,000,000

68,767,000 60,740,000 8,027,000

△5,697,000 130,000 △ 5,567,000

25,411,516 34,696,328 △ 9,284,812

科   目 予算額 前年度予算額 増 減 備考

(9)
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刀
m
■
〇
刀

「山
の
自
然
保
護
を
考
え
る
」

自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
の

「山
の
自
然
保
護
を

考
え
る
」
第

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年

青
山
学
院
大
学
会
議
室
で
七
十
二
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
た
が
、
ご
く
内
輪
の
会
と
い
う

感
じ
だ

っ
た
。

今
回
の
第
二
回
は
、
四
月
十
六
日
午
後

一

時
十
五
分
か
ら
、
丹
沢
山
麓

・
秦
野
市
民
文

化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
秦
野

に
集
合
、
震
生
湖
に
遊
び
、
渋
沢
丘
陵
を

ハ

イ
キ
ン
グ
し
て
会
場
に
入
る
と
い
う
計
画
が

加
わ
り
、
何
と
こ
の
コ
ー
ス
に

一
二
二
人
が

参
加
し
た
。
会
場
に
は
す
で
に
直
行
し
た
人

が
入
場
し
て
い
て
、
参
加
者
は
三
〇
〇
名
を

超
し
た
。

今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
も
う

一
つ
の
特
色

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
加
わ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
岩
崎
早
苗
さ

ん
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
ベ
レ
ッ
ツ
ア
の
マ
ン

ド
リ
ン
や
、
高
田
和
嘉
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
は
、

「
ザ

・
丹
沢
」
の
テ
ー

マ
で

「
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
」
「山
吹
く
風
」
「牧
野
の
王
」
「
ふ
る

さ
と
の
山
」
な
ど
山
に
関
す
る
歌
曲
を
選
曲

し
て
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

日
本
山
岳
会
の

「自
然
を
考
え
る
集
会
」

と
い
う
地
味
な
企
画
に
こ
ん
な
に
多
く
の

一

般
参
加
者
が
あ

っ
た
の
も
、
こ
の
人
た
ち
に

負
う
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
と
思
う
。
ち
な
み

に
佐
野
民
枝
さ
ん
、
岩
崎
早
苗
さ
ん
と
そ
の

グ
ル
ー
プ
は
、
常
々
私
た
ち
と
山
を
歩
き
、

自
然
を
語
る
行
事
に
手
を
貸
し
て
く
れ
て
い

る
仲
間
。

午
後
二
時
、
大
森
弘

一
郎
自
然
保
護
担
当

理
事
お
よ
び
沢
井
政
信
実
行
委
員
長
の
挨
拶

で
開
会
さ
れ
た
。
司
会
は
自
然
保
護
委
員
横

山
隆
氏
、
丹
水
会
の
古
谷
聖
司
氏
に
よ

っ
て

進
め
ら
れ
、
ス
ピ
ー
カ
は
三
名
で
、
発
言
要

旨
は
次
の
と
お
り
。

■
奥
野
幸
道
氏

（ｍ
日
本
山
岳
会
）

こ
の
三
十
年
間
の
丹
沢
の
変
貌
を
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
。
ス
ラ
イ
ド
は
塔

ヶ
岳
か
ら
の
霊

峰
富
士
、
南
ア
、
塔
か
ら
の
江
ノ
島
、
三
浦

半
島
な
ど
の
美
し
い
展
望
、
そ
し
て
丹
沢
山

の
元
気
な
ブ
ナ
、
堂
平
の
美
し
い
ブ
ナ
、
鍋

割
山
荘
裏
の
立
派
な
ブ
ナ
林
が
写
し
出
さ
れ

た
が
、
同
時
に
大
山
の
白
骨
化
し
た
モ
ミ
原

生
林
、
蛭
ヶ
岳
直
下
の
ほ
と
ん
ど
枯
れ
た
ブ

ナ
、
檜
洞
丸
の
倒
さ
れ
た
ブ
ナ
な
ど
痛
ま
し

い
ス
ラ
イ
ド
も
あ

っ
た
。

ま
た
、
昭
和
十
四
年
当
時
の
素
朴
な
尊
仏

小
屋
や
、
今
は
名
前
の
み
残

っ
て
い
る
あ
り

し
日
の

一
本
松
な
ど
古
い
貴
重
な
ス
ラ
イ
ド

と
併
せ
て
、
花
立
直
下
の
階
段
と
両
側
の
植

樹
の
立
ち
枯
れ
の
無
惨
な
姿
や
、
塔
ヶ
岳
直

下
の
幅
広
い
立
派
す
ぎ
る
階
段
風
景
な
ど
六

十
点
に
お
よ
ぶ
映
像
に
よ
る
訴
え
は
、
ど
ん

な
言
葉
よ
り
も
胸
を
打

つ
も
の
が
あ

っ
た
。

■
森
美
文
氏

（日
本
自
然
保
護
協
会
）

丹
沢
と

つ
き
合

っ
て
二
十
五
年
以
上
に
な

る
。
そ
の
頃
と
比
べ
る
と
た
い
へ
ん
変
わ

っ

た
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
丹
沢
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
日
本
人
の
自
然
観
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
日
本
は
土
地
、
気
候
と
も
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
自
然
に
対
し
て
無
頓
着
で
、
自

然
を
維
持
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
人
間
が

関
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
に
欠

け
て
い
る
。
「水
に
流
す
」
「
湯
水
の
よ
う
に

使
う
」
の
よ
う
に
、
自
然
を
ケ
ア
す
る
の
に

お
金
が
か
か
る
と
い
う
意
識
が
な
い
。
良
質

の
水
を
確
保
す
る
に
は
結
構
お
金
が
か
か
る
。

開
発
に
つ
い
て
、
大
規
模
は
ま
ず
い
が
ほ

ん
の

一
部
な
ら
、
と
い
う
話
が
あ
る
。
だ
が
、

「
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
だ
け
」
な
く
な
る
こ
と

で
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。
山
に
ゴ
ミ
が
増
え
て
い
る
と
い
　
＞

う
。
空
き
缶
の
プ
ル
リ
ン
グ
、
吸
い
殻
、
飴
　
１２

や
ガ
ム
の
包
み
紙
、
こ
れ
ら
は
意
識
的
に
落
　
＜

と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
二
十
数

年
前
は
こ
う
い
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
缶
入

り
の
飲
み
物
も
過
剰
な
包
装
も
な
か

っ
た
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
ゴ
ミ
を
増
や
し

て
い
る
。

ま
た
、
自
然
に
還
る
か
ら
と
い
っ
て
意
識

的
に
捨
て
ら
れ
る
生
ゴ
ミ
が
、
野
生
動
物
の

餌
付
け
と
な

っ
て
生
態
系
に
影
響
す
る
。
標

高
の
高
い
所
で
は
、
し
尿
は
低
温
で
は
バ
ク

テ
リ
ア
の
活
性
も
低
く
そ
の
ま
ま
残

っ
て
し

ま
う
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
下
ろ
す
し
か
な
い
。

「踏
み

つ
け
」
は
大
倉
尾
根
で
も
分
か
る
よ

う
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
入
る
と
地
面
が
硬

く
な
り
、
や
が
て
削
ら
れ
、
雨
が
降
る
と
ぬ

①

Ｏ
参加者は約 300人、盛会だった第 2回 シンポジウム

刀

田

「

〇

刀

「

:鼈

,.:hilij暮
:|:]::

:`猿

量
量
曇
量

″卜

，
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か
る
み
、
登
る
人
は
そ
こ
を
避
け
る
か
ら
裸

地
が
広
が
る
。
予
防
の
た
め
木
道
を
作
る
と

味
気
な
い
と
い
う
が
、
自
然
を
ケ
ア
す
る
た

め
に
は
あ
る
程
度
や
む
を
え
な
い
と
考
え
る
。

自
然
を
求
め
て
山

へ
行
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
恩
恵
を
受
け
る
わ
け
だ
か
ら
、
や
は

り
恩
返
し
を
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
。

■
並
木
裕
之
氏

（神
奈
川
新
聞
社
）

神
奈
川
生
ま
れ
だ
が
、
二
十
六
歳
ま
で
丹

沢
に
登

っ
た
こ
と
が
な
い
。
去
年
神
奈
川
新

聞
で

「
丹
沢
」
を
半
年
間
連
載
し
て
初
め
て

登

っ
た
。
主
と
し
て
ブ
ナ
を
担
当
し
た
の
で

ブ
ナ
に
絞

っ
て
話
を
す
る
。

堂
平
で
非
常
に
美
し
い
ブ
ナ
林
が
残

っ
て

い
る
の
を
見
た
。
次
に
蛭
か
ら
丹
沢
山
の
主

脈
両
側
を
見
て
驚
い
た
。
焼
き
畑
の
跡
の
よ

う
な
立
ち
枯
れ
、
樹
齢
数
百
年
の
ブ
ナ
が
転

が

っ
て
い
る
。
大
山
も
白
骨
化
し
た
モ
ミ
、

富
士
の
南
に
延
び
て
い
る
愛
鷹
山
系
の
越
前

岳
も
豊
か
な
ブ
ナ
が
あ

っ
た
そ
う
だ
が
、
私

が
登

っ
た
と
き
は
枯
れ
木
山
で
あ

っ
た
。

な
ぜ
南
か
と
い
う
と
、
海
風
に
面
し
、
東

名
高
速
道
路
が
走

っ
て
い
る
。
風
が
吹
け
ば

当
然
排
気
ガ
ス
に
よ
る
酸
性
雨
、
酸
性
霧
が

斜
面
に
当
た
る
。
そ
れ
と
鹿
の
食
害
、
幼
い

苗
木
を
食
べ
る
の
で
後
継
樹
が
育
た
な
い
。

ブ
ナ
に
象
徴
さ
れ
る
丹
沢
の
自
然
破
壊
を

く
い
止
め
ら
れ
な
い
か
。
現
状
ま
で
き
た
ブ

ナ
は
人
間
が
手
助
け
し
な
い
限
り
再
生
は
な

い
。
自
然
保
護
団
体
と
行
政
が

一
緒
に
な

っ

て
ブ
ナ
を
育
て
る
た
め
に
投
資
す
る
。
例
え

ば
草
木
の
低
温
貯
蔵
植
栽
法
な
ど
を
進
め
る
。

単
に
聖
域
化
す
る
の
で
な
く
、
弱

っ
た
自
然

を
人
間
が
助
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

の
が
、
取
材
に
当
た

っ
た
私
の
感
想
で
あ
る
。

×

　

　

　

　

　

　

×

　

　

　

　

　

　

×

以
上
の
発
言
を
終
え
て
、
出
席
者
か
ら
オ

ー
バ
ー
ユ
ー
ス
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
の
提
言
、
富
士
山
で
の
取
り
組
み

や
山
小
屋
か
ら
の
自
然
保
護
に
つ
い
て
の
報

告
な
ど
、
多
く
の
発
言
が
活
発
に
行
わ
れ
、

午
後
四
時
三
十
分
に
終
了
し
た
。

一
般
参
加
者
の
方
は
こ
れ
で
散
会
し
た
が
、

丹
水
会
の
五
十
名
は
西
丹
を
目
指
し
て
中
川

温
泉

へ
、
自
然
保
護
委
員
を
中
心
と
す
る
東

丹
組
の
約
二
十
名
は
丹
沢
ホ
ー
ム
に
向
か
い
、

翌
日
丹
沢
登
山
、
森
林
観
察
と
そ
れ
ぞ
れ
の

山
行
を
楽
し
ん
だ
。
　

　

　

（國
見
利
夫
）

東
丹
沢
県
民
の
森

一
行
八
名
は
、
地
元
小
田
原
市
の
森
林
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
本
間
真
講
師
か
ら

「東

丹
沢
の
森
」
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
八
時

半
出
発
。
宿
の
裏
手
に
あ
る
モ
ミ
、
ツ
ガ
の

原
生
林

へ
入
る
。
急
傾
斜
地
は
高
木
が
う

っ

そ
う
と
し
て
い
る
が
、
下
部
に
は
ア
セ
ビ
、

シ
キ
ミ
が
ま
ば
ら
に
生
え
て
い
る
だ
け
で
、

下
草
は
な
く
、
土
の
露
出
が
目
立

っ
た
。
ニ

ホ
ン
シ
カ
に
よ
る
食
害
で
あ
ろ
う
。

一
時
間
後
に
は
、
コ
ー
ス
の
ほ
ぼ
全
域
が

見
渡
せ
る
峠
に
出
た
。　
一
面
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

の
植
林
地
を
行
く
。
獣
害
防
止
棚
が

一
部
破

損
し
た
周
辺
は
、
若
木
の
皮
が
は
が
れ
、
枯

れ
た
も
の
や
、
や
が
て
枯
れ
そ
う
な
も
の
が

多
数
あ
る
。
獣
と
樹
と
人
の
共
存
の
む
ず
か

し
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

ケ
ヤ
キ
林
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
急
峻
な
地

で
芽
吹
き
は
ま
だ
だ
。
ま
ば
ら
な
大
木
の
間

に
、
約

一
メ
ー
ト
ル
高
さ
の
苗
木
が
植
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
径
二
十
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

円
柱
状
に
金
網
で
囲

っ
て
あ
る
。

無
人
雨
量
観
測
所
で
小
休
止
の
あ
と
、
急

坂
を
下
り
、
布
川
を
は
さ
ん
だ
対
岸
の
考
証

林

へ
渡
る
。
考
証
林
は
、
自
然
林
と
し
て
の

条
件
を
備
え
て
お
り
、
学
術
的
に
貴
重
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
指
定
さ
れ
た
。
約
二
十
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
県
有
林
で
あ
る
。
現
在
で
は

一

切
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
の

ま
ま
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
高
木
は
モ
ミ
が

主
で
、
径

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、高
さ
四
十
メ
ー

ト
ル
、
樹
齢
二
五
〇
年
（推
定
）
と
み
ら
れ
、

そ
の
他
に
ケ
ヤ
キ
、
ツ
ガ
、
ス
ギ
な
ど
が
見

ら
れ
る
。

今
回
は
人
間
の
影
響
を
背
景
に
し
た
植
生

の
特
色
を
学
び
、午
後
二
時
帰
着
。
（牧
内
薫
）

プ
ロ
ッ
ク
別
九
十
周
年

行
事
な
ど
を
検
討

総
務
委
員
会

五
月
二
十

一
日
、
総
会
に
先
だ

っ
て
、
大

手
町
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
平
成
六
年
度
の
支
部
長

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
支
部
か
ら
は
北
海
道

ほ
か
十
九
支
部
長
が
出
席
し
、
次
の
議
題
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

一
、
マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
遠
征
に
つ

い
て
　
重
廣
常
任
評
議
員
説
明
。

二
、
九
十
周
年
記
念
式
典
開
催
と
地
方
支
部

ブ
ロ
ッ
ク
別
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

小
倉
理
事
説
明
。
九
ブ
ロ
ッ
ク
案
が
示
さ
　
１３

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

三
、
全
国
支
部
大
会
に
つ
い
て
　
関
西
支
部

担
当
で
十
月
氷
ノ
山
で
開
催
予
定
。
阿
部
支

部
長
か
ら
説
明
。

四
、
平
成
六
年
度
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

（青
登
懇
）
に
つ
い
て
　
中
川
理
事
説
明
。

五
、
ル
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
　
中

川
理
事
説
明
。

六
、
そ
の
他
　
マ
カ
ル
ー
登
山
等
九
十
周
年

行
事
に
係
わ
る
合
同
募
金
に
つ
い
て
　
中
村

副
会
長
説
明
。

今

年

も

，
い
こ
亨
Ｌ

で
会

い
ま

し

ょ
う
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ンの世界・西蔵

昆
補

。
西
蔵
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
年
代
で

あ
る
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
各
山
群
や
カ
ラ
コ
ル
ム
、

中
国
西
域
を
点
と
線
で
結
び
、
歩
き
き

っ
た

今
も
、
そ
の
間
に
存
在
す
る
広
大
な
西
蔵
高

原

へ
の
思
い
は
断
ち
が
た
か

っ
た
。

青
海
湖
よ
り
昆
帯
を
越
え
、
転
じ
て
郡
連

を
越
え
て
敦
爆
に
―

続
い
て
チ

ョ
モ
ラ
ン

マ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
ラ
サ
ー
カ
ト

マ
ン
ズ
の
中
尼
公
路
を

走

っ
て
終
り
に
と
思

っ

た
が
、
若
き
日
に
読
ん

だ
ヘ
デ
ィ
ン
、
ス
タ
イ

ン
な
ど
の
古
典
探
検
記

や
、
仏
法
求
法
の
僧
た

ち
の
苦
難
の
潜
入
記
に

血
を
た
ぎ
ら
せ
た
青
き

日
の
思
い
は
、
ア
ク
サ

イ
チ
ン
や
チ
ャ
ン
タ
ン

高
原
を
歩
き
、
聖
山
カ

イ
ラ
ス
を
拝
し
、
五
体

投
地
を
せ
ず
し
て
、
西

蔵
の
大
地
は
分
か
ら
な

い
。
落
日
に
急
か
さ
れ

る
思
い
と
、
点
と
線
か

ら
面
を
楽
し
む
の
が
年

相
応
と
決
め
た
。

未
開
放
地
区

（中
印

紛
争
地
の
阿
里
地
区
は

厳
し
い
）
の
情
報
は
乏

し
く
、
近
年
の
個
人
潜

入
記
は
部
分
的
で
、
古

典
探
検
記
同
様
に
、
読
者
に
想
像
と
読
後
の

夢
を
与
え
る
も
の
の
、
そ
の
報
告
様
式
か
ら

新
し
い
資
料
と
の
照
合
は
難
し
い
。
唯

一
の

参
考
は
八
五
年
の
日
中
合
同
ナ
ム
ナ
ニ
峰
登

山
隊
報
告
書
で
あ

っ
た
。

広
大
な
西
蔵
を
４
Ｗ
Ｄ
で
走
破
す
る
。

①
新
蔵
公
路

（叶
城
―
獅
泉
河
か
ら
旧
道
―

普
蘭
―
ラ
サ
）
を
見
帯
越
え
し
、
ア
ク
サ
イ

チ
ン
高
原
か
ら
獅
泉
河
―
カ
イ
ラ
ス
ー
ヤ
ル

ツ
ァ
ン
ポ
河
と
印
度

・
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
北
縁
を
走
る
ル
ー
ト
　
②
獅
泉
河
か
ら
新

西
蔵
公
路
（獅
泉
河
―
尼
瑶
―
那
曲
―
ラ
サ
）

を
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原
の
湖
沼
地
帯
を
東
西
に

走
る
ル
ー
ト
、
の
三
分
二
季
に
し
た
。

①
の
案
を
法
政
大
学
学
士
山
岳
会
名
で
年

末
に
旅
行
代
理
店
日
通
を
経
て
申
請
。
九
二

年
春
に
、
や

っ
と
西
蔵
軍
管
区
の
正
式
許
可

を
得
た
。
点
と
面
で
は
許
可
条
件
が
違
う
の

だ
ろ
う
。

九
二
年
夏
、
東
西
縦
断
三
二
〇
〇
キ

ロ
を

三
十
日
間
で
走
破

（増
田
以
下
五
名
、
車
二

台
）
す
る
。
七
月
末
出
発
直
前
に
現
地
よ
り

昆
希
越
え
が
夏
期
道
路
工
事
で
毎
月

一
と
二

の
つ
く
日
以
外
通
行
不
可
の
由
。
見
補
越
え

は
次
の
通
行
日

（八
月
十

一
日
）
と
い
う
こ

と
に
し
て
、
ア
ク
サ
イ
チ
ン
の
二
日
と
サ
ト

レ
ジ
河
源
流
遺
跡
立
ち
寄
り
の
計
七
日
間
を

割
愛
す
る
。
主
公
路
走
破
は
ト
ラ
ブ
ル
の
な

い
限
り
可
能
と
、
五
日
遅
れ
の
出
発
と
決
め

フ
０

。八
月
二
日
、
東
京
発
、
途
中
ウ

天
山
に
体
調
整
の
ト
レ
ッ
ク
、喀

，
レ

ガ
ル

什

山
協
会

へ
の
挨
拶
と
食
料
調
達
を
し
て
、
十

日
に
叶
城
に
入

っ
た
。
［三
八
五
キ

ロ
］

八
月
十

一
日
、
西
蔵

へ
出
発
、
軍
の
ト
ラ

ッ
ク
隊
も
い
っ
せ
い
長
蛇
で
昆
補
に
向
け
走

り
込
む
。
砂
煙
は
高
く
広
が
り
、
遥
か
パ
ミ

ー
ル
の
白
い
山
波
を
曇
ら
せ
る
。
ア
カ
ズ
峠

ム
チ
で

で
は
登

（三
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
夕
方
予

定
の
庫
地
に
。
全
員
好
調
で
再
び
セ
ク
ラ
峠

（四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
麻
札
に

向
か
う
。
途
中
工
事
箇
所
の
渋
滞
で
、
夜
半

麻
札
兵
靖

（三
七
五
五
メ
ー
ト
ル
）
の
門
を

叩
く
。
［二
五
九
キ

ロ
］

八
月
十
二
日
、
昼
ま
で
休
養
。
ガ
イ
ド
、

軽
い
高
山
病
。
Ｋ
２
周
辺
に
向
か
う
人
と
別

れ
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
河
を
上
に
向
か
う
。
黒
峠

（四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
越
し
、
カ
ラ
カ

シ

ュ
河
に
出
て
州
里
兵
靖

（三
六
七
〇
メ
ー

ト
ル
）
に
入
る
。
日
の
中
ま
で
灰
色
の
砂
の

国
だ
。

［
一
二
五
キ

ロ
］
。

こ
の
二
日
間
は

ゆ

っ
く
り
上
る
。

八
月
十
三
日
、
ガ
イ
ド
以
外
は
体
調
良
好
　
＞

実線がヒマラヤに沿った今回のキャラバンルー ト、走行距離 3356 km

成都

ツオン ヾ

中華人民共和国

チベット自治区

ラサ

キャラバンレート図
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な
の
で
、
大
紅
柳
灘
（
四

一
四
五
メ
ー
ト
ル
）

に
上
り
高
度
順
化
す
る
。
カ
ラ
カ
シ

ュ
河
は

右
に
カ
ラ
コ
ル
ム
、
左
に
見
補
の
白
い
連
な

り
の
中
。黄
土
色
の
砂
礫
の
広
大
な
平
原
は
、

緩
く
雛
壇
状
に
上

っ
て
行
く
。
昼
兵
靖
に
入

り
、
食
後
昼
寝
。
［
一
二
七
キ

ロ
］
。

明
日
よ
り
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に

上
が
る
の
で
、
夕
方
、
裏
山
を
高
度
順
化
の

た
め
に
登
る
。
各
自
の
体
に
応
じ
て
、　
一
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
差
内
の
行
動
を
す
る
。
足
下

の
カ
ラ
カ
シ

ュ
河
が

一
条
の
銀
線
を
引
い
て

夕
暮
れ
の
昆
希
に
消
え
て
い
く
。

八
月
十
四
日
、
高
原
の
登
り
奇
台
大
坂

（五

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
ジ
グ
ザ
グ
の
急

坂
、
４
Ｗ
Ｄ
も
呼
吸
は
荒
い
。
峠
の
展
望
は

南
太
平
洋
や
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
と

一
味
違

う
感
動
を
覚
え
る
。
ア
ク
サ
イ
チ
ン
高
原
だ
。

北
の
昆
希
か
ら
緩
い
ウ
ネ
リ
の
山
波
が
、
南

の
西
蔵
高
原
に
打
ち
寄
せ
、
消
え
て
い
る
。

白
い
波
頭
が
三
つ
、
近
く
白
馬
の
た
た
ず
ま

い
が
農
大

。
早
坂
隊
の

（七

一
六
七
メ
ー
ト

ル
）
峰
と
慕
土
山

・
慕
孜
塔
格
で
、天
の
青
、

山
波
の
黄
土
色
と
の
天
界
に
、
鮮
自
の
点
描

を
引
い
て
い
る
。
広
大
な
天
地
だ
。
距
離
感

を
失
う
。
ア
ク
サ
イ
チ
ン
湖
畔
を
古
い
轍
が

東
に
向
か

っ
て
い
た
。

砂
礫
の
高
原
は
、
砂
煙
は
上
が
る
が
足
元

は
固
く
、
車
は
八
〇
キ

ロ
で
走
る
。
後
続
車

が
延
着
の
間
に
、
西
の
山

（五
二
九
〇
メ
ー

ト
ル
）
に
登
る
。
道
を
外
れ
る
と
不
安
な
の

で
下
車
す
る
。
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
を
覗
き
た
い

一
心
で
、
足
は
軽
い
。
カ
ラ
コ
ル
ム
も
西
蔵

に
近
づ
く
に
つ
れ
、柔
ら
か
な
山
容
と
な
り
、

や
が
て
高
原
に
同
化
す
る
。
ヘ
デ
ィ
ン
や
ス

タ
イ
ン
も
、
今
私
の
立

つ
砂
山
を
歩
い
て
い

っ
た
に
違
い
な
い
。
一
世
紀
前
の
こ
と
だ
が
、

青
天
丼
の
下
、
全
く
の
静
寂
で
あ
る
。
先
人

の
足
跡
を
思
い
、　
一
人
什
む
。
こ
の
感
動
は
、

山
の
頂
き
の
動
に
あ
た
る
静
で
は
な
い
か
。

や
け
に
紫
煙
が
う
ま
い
。

こ
の
地
は
二
十
数
年
前
、
中
印
砲
火
を
交

え
た
国
境
紛
争
の
地
、
今
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
近

く
に
中
国
軍
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
が
あ
り
、
立

ち
入
り
禁
止
で
あ
る
。
許
さ
れ
る
と
き
は
カ

シ
ミ
ー
ル
か
ら
先
人
の
よ
う
に
北
に
越
え
て

み
た
い
。
今
は
砂
の
盆
景
の
よ
う
な
ア
ク
サ

イ
チ
ン
高
原
で
あ

っ
た
。

八
時
に
出
て
夢
中
の

一
日
で
、
バ
ン
ゴ
ン

ツ
オ
湖
の
北
ト
オ

マ
兵
靖
に
十
九
時
着
、
本

日
の
走
行
距
離
は

［三
六
七
キ

ロ
」
。

八
月
十
五
日
、
ト
オ

マ
休
養
。
周
辺
を
散

策
し
た
。
［五
六
キ

ロ
］

八
月
十
六
日
、
湖
東
を
回

っ
て
、
昼
前
に

日
土
兵
靖

（四

一
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
入
る
。

二
十
九
度
、
暑
い
が
汗
は
な
い
（湿
度

一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
）
。
班
公
錯
は
草
原
の
湖
と
い
わ

れ
、
東
西
に
長
く
、
西
半
分
は
印
度
領
に
な

る
。
最
奥
地
だ
が
、
定
住
民
が
農
耕
を
し
て

い
る
。
水
面
に
遠
く
カ
ラ
コ
ル
ム
の
白
い
連

な
り
、
緑
の
野
菜
と
赤
や
黄
の
明
る
い
花
々

が
空
と
水
の
青
に
と
け
て
、
ま
さ
に
シ
ヤ
ン

バ
ラ

（仏
教
界
の
理
想
郷
）
だ
。　
一
体
み
し

て
西
二
〇
キ

ロ
に
あ
る
チ

ュ
ー
レ
ン

・
コ
ン

マ
遺
跡
を
見
に
行
く
。
古
来
か
ら
の
良
地
な

の
だ
ろ
う
。
［
一
七
二
キ

ロ
］

八
月
十
七
日
、
拉
梅
拉
で
広
大
な
ア
ク
サ

イ
チ
ン
高
原
が
終
わ
る
。
三
時
間
で
西
西
蔵

阿
里
地
区
の
中
心
獅
泉
河

（四
二
三
二
メ
ー

ト
ル
）
に
着
く
。
こ
こ
で
出
迎
え
の
西
蔵
側

の
ク
ル
ー
と
交
替
、
軍
の
許
可
書
と
ビ
ザ
の

チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
、
久
方
振
り
に
ホ
テ
ル
泊

ま
り
。
夜
、
新
彊
ク
ル
ー
の
送
別
パ
ー
テ
ィ

ー
。
［
一
四
八
キ

ロ
］

八
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
前
の
道
を
東
に
向

か
う
新
西
蔵
公
路
は
、
昨
日
ま
で
の
新
蔵
公

路
と
同
様
軍
事
道
路
で
あ
る
が
、
今
や
ラ
サ

や
青
海
と
の
物
流
の
要
衝
に
あ
る
。
街
中
の

ウ
イ
グ
ル
人
の
屋
台
で
、
シ
シ
カ
バ
ブ
に
ビ

ー
ル
、
う
ま
い
＝
　̈
し
か
し
街
角
に
は
私
服

の
公
安
の
眼
が
光

っ
て
い
る
。

八
月
十
九
日
、
西

へ
流
下
す
る
イ
ン
ダ
ス

河

（下
流
二
〇
〇
キ

ロ
先
に
ラ
ダ
ツ
ク
の
レ

ー
）
と
別
れ
、
東
の
源
流
に
。
我
々
の
向
か

う
旧
道
は
、
年
々
荒
廃
し
て
い
る
よ
う
だ
。

右
に
ア
イ
ー
ラ
山
脈
、
左
の
カ
ン
テ
イ
セ
山

脈
の
間
は
、
カ
ラ
カ
シ

ュ
谷
の
平
原
よ
り
広

く
長
い
。
カ
イ
ラ
ス
山

へ
真

っ
直
ぐ
二
〇
ｏ

キ

ロ
も
緩
く
上
が
る
。
シ

ュ
ン
サ

（四
四
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
で
キ
ャ
ン
プ
。
夕
刻
ま
で
の

三
時
間
を
車

一
台
で
、
運
転
手
が
昨
夏
見
た

と
い
う
西
方
ア
イ
ー
ラ
山
中
の
遺
跡
を
見
に

行
く

（帰
国
後
に
朝
日
で
三
度
紹
介
さ
れ
た

東
嘔
遺
跡
の
方
位
で
あ
る
が
、
全
く
不
明
）
。

当
初
計
画
の
サ
ト
レ
ジ
河
源
流
遺
跡
や
グ
ゲ
　
＞

王
国
も
、
当
地
辺
り
か
ら
入
る
の
だ
が
、
日
　
１５

程
が
な
く
残
念
で
あ
る
。
［
一
九

一
キ

ロ
］
　

＜

八
月
二
十
日
、
川
辺
に
薄
氷
が
光
る
。
湿

度

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
単
調
な
大
平
原
を
走

る
。
ガ
ル
ワ
ー
ル
が
見
え
て
き
た
が
、
後
は

砂
煙
で
見
え
な
い
。
暫
く
し
て
前
方
に
、
独

特
の
山
容
の
カ
イ
ラ
ス
山
が
見
え
て
き
た
。

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
。
巡
礼
の
ベ
ー
ス
の
タ

ル
チ

ェ
ン
に
着
く
。
全
員
西
蔵
人
で
五
体
投

地
を
繰
り
返
す
。
ネ
パ
ー
ル
人
も
多
く
、

マ

ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
と

マ
バ
ム

・
ユ
ム
ツ
ォ
両
湖

畔
を
行
く
巡
礼
者
の
連
れ
を
見
な
が
ら
、
昼

食
を
と
る
。

ヘ
デ
ィ
ン
も
同
じ
思
い
で
眺
め
た
カ
イ
ラ

ス

（六
六
五
六
メ
ー
ト
ル
）
は
、
聖
山
ら
し

い
た
た
ず
ま
い
。
両
湖
の
青
さ
は
ま
さ
に
ト

独特の山容をもつ聖山カイラス (6656m)



(第二種郵便物認可)山  590-199407020

ル
コ
石
で
あ

っ
た
。
遠
く
イ
ン
ド
と
ネ
パ
ー

ル

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
白
い
さ
ざ
波
の
連
な
り
、

カ
イ
ラ
ス
に
綿
雲
が
巻
く
以
外
は
青
天
丼
だ

ア
ク
サ
イ
チ
ン
と
違
い
、
聖
域
の
展
望
で
あ

る
。
両
湖
か
ら
ナ
ム
ナ
ニ
峰
の
西
下
を
回

っ

て
カ
ル
ナ
ニ
河
に
下
り
、
普
蘭

（三
八
五
三

メ
ー
ト
ル
）
に
着
く
。
久
し
振
り
に
、
四
〇

五
月
定
例
理
事
会

日
時
　
五
月
二
十
日

（金
）
十
八
時
三
十
分

～
二
十
時
三
十
五
分

小
林
碧
郎

梯
姑
咲
く
漢
字
の
邦
の
街
愉
し

梨
咲
い
て
桃
里
武
陵
の
名
を
負

へ
る

雲
海
に
南
湖
大
山
燃
え
て
立
つ

石
楠
花
に
櫂
曲
じ
る
き
峰
並
ぶ

残
雪
に
登
路
刻
む
や
星
が
ら
す

（訪
台
親
善
登
山

九
四

・
四

・
十
六
～
二
十
三
）

雪

山
ｏ会
務
報
告

〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
下
界
の
招
待
所
で
安

眠
す
る
。
［
一
六
八
キ

ロ
］

八
月
二
十

一
日
、
休
養
日
。
近
く
の
遺
跡

と
ネ
パ
ー
ル
境
の
コ
ジ
ャ
ル
ナ
ー
ト
の
ゴ
ン

バ
を
訪
れ
る
。
ア
ピ
峰
や
印
度
ネ
パ
ー
ル
国

境
の
山
々
が
美
し
い
。
谷
間
の
村
々
も
豊
か

に
見
え
る
。
普
蘭
は
印
度
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の

カ
イ
ラ
ス
巡
礼
者
の
出
入
地
で
、
村
の
中
心

の
丘
の
上
に
、
監
視
塔
が
呪
ん
で
い
る
。

八
月
二
十
二
日
、
今
日
か
ら
ラ
サ
に
向
け

ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
河
下
り
。
バ
ル
ガ
ま
で
往
路

を
戻
り
、
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
の
北
縁
を
右

へ
、

水
の
豊
か
な
大
草
原
の
広
が
り
を
行
く
。
こ

れ
ま
で
見
な
か

っ
た
野
生
の
山
羊
の
群
れ
が
、

東
端
の
マ
ユ
ム

ｏ
ラ
ま
で
見
ら
れ
た
。
馬
の

群
れ
は
車
と
併
走
す
る
こ
と
た
び
た
び
で
あ

る
。
し
か
し
大
動
物
の
存
在
に
、
そ
の
天
敵

も
い
た
。
昼
寝
の
狼
か
？
　
車
の
前
に
飛
び

出
し
、
逃
げ
て
い
っ
た
。
動
物
た
ち
を
楽
し

み
、
峠
を
下
る
と
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
源
流
だ
。

渡
河
に
成
功
し
、
桑
求
張

（四
八
五
〇
メ
ー

ト
ル
）
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
［二
五
七
キ

ロ
］

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
藤
平
会
長
、
鴫
原
、
中
村
各
副

会
長
、
小
倉
、
大
倉
、
大
森
、
村
井
、
山
口
、

片
岡
、
南
川
、
松
浦
、
伊
藤
、
水
野
、
渡
辺
、

溝
口
、
中
川
、
山
本
、
大
谷
各
理
事
、
中
島
、

川
崎
各
監
事
、
宮
下
、
重
廣
各
評
議
員

八
月
二
十
三
日
、
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
の
河
原

は
広
い
ゴ
ー
ロ
で
、水
流
は
ど
こ
に
あ
る
か
、

右
方
遠
く
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
連
山
を
見
て
走

る
。
親
子
づ
れ
三
羽
の
鶴
を
見
る
。
仲
巴

（四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
キ
ャ
ン
プ
。
［二

二
三
キ

ロ
］

八
月
二
十
四
日
、
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
河
沿
い

の
道
は
、
支
流
の
渡
河
や
砂
地
に
足
を
捕
ら

れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
観
賞
も
ま
ま
な
ら
ぬ
。
左

に
白
帽
子
の
ル
ン
ポ

ｏ
カ
ン
リ

（七
〇
九
五

メ
ー
ト
ル
）
が
見
え
て
い
る
。
薩
嗅
兵
靖
か

ら
は
良
道
と
な
る
。
夕
方
に
時
雨
て
、
桑
々

招
待
所
に
入
る
。
［三
二
三
キ

ロ
］

八
月
二
十
五
日
、
ラ
サ
に
近
づ
く
に
連
れ
、

モ
ン
ス
ー
ン
の
た
め
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
黒
く
重

い
雲
が
か
ぶ
り
、
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
を
越
え
て

く
る
雲
量
も
多
く
な

っ
た
。
農
村
地
に
出
る

拉
孜
の
渡
し
で

一
般
道
路
と
な
り
、
日
喀
則

賓
館
に
入
る
。
［二
九
二
キ

ロ
］

八
月
二
十
六
日
、
江
孜
―
浪
十
子
―
ラ
サ

と
走
り
、
暮
れ
な
ず
む
ラ
サ
市
街

へ
急
ぐ
。

白
亜
の
ポ
タ
ラ
宮
を
見
て
、
全
員
無
事

の

［委
任
］
南
井
、
堀
井
各
理
事
、
斎
藤
、
湯

浅
、
西
村
、
神
崎
各
評
議
員

◆
議
事

［審
議
事
項
］

一
、

マ
カ
ル
ー
峰
九
十
周
年
合
同
募
金
委
員

会

（案
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

ゴ
ー
ル

ｏ
イ
ン
。
［三
四
五
キ
ロ
］

東
西
縦
断
の
旅
は
、
後
半
の
午
後
の
増
水

と
渡
河
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
幸
運
が
あ

っ
た
。

全
走
行
三
二
五
六
キ
ロ
で
あ

っ
た
。

×

　

　

　

　

　

　

×

　

　

　

　

　

　

×

こ
の
旅
は
西
蔵
の
公
路
を
弓
と
み
て
、
南

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
沿
い
の
弧
の
部
分
を
走
破
し
た

が
、
九
四
年
の
今
夏
は
、
そ
の
弦
に
当
た
る

チ
ャ
ン
タ
ン
高
原
と
、
そ
の
間
に
連
な
る
カ

ン

ｏ
テ
イ
セ
山
脈
、
す
な
わ
ち
ヘ
デ
ィ
ン
の

歩
き
名
付
け
た
ト
ラ
ン
ス

ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
、

ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
側
の
薩
嘔
か
ら
南
北
に
横
断

し
て
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原
に
出
る
。
多
く
の
湖

沼
地
帯
を
回

っ
て
新
公
路
を
東

へ
走
り
、
安

移

グで
ラ青
蔵

（西
蔵
―
青
海
）
公
路
に
入
る
。
　

＞

唐
古
拉
山
を
北
に
越
え
、
長
江
源
流
を
渡
る
。

１６

再
び
昆
補
東
端
を
越
え
て
青
海
省
入
り
、
青
　
＜

海
湖
を
経
て
西
宇

ｏ
蘭
州
に
至
る
、
二
五
〇

〇
キ

ロ
の
旅
に
な
る
。
四
度
の
入
蔵
で
、
全

西
蔵
の
走
破
を
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

我
々
は
今
夏
の
旅
に
向
け
、
す
で
に
準
備

に
入

っ
て
い
る
。

委
員
長

・
藤
平
会
長
、
副
委
員
長

・
中
村

純
二
、
同

・
小
倉
茂
暉
、
常
任
委
員

。
伊
藤

敵
他
十
八
名
、
委
員

・
野
田
四
郎
他
十
九
名
、

事
務
局
長

・
石
橋
正
美
。
　
　
　
　
　
承
認

二
、
支
部
長
交
替
に
つ
い
て
　
　
　
　
小
倉

信
濃
支
部
　
田
中
弘
美

（前
任

・
赤
羽
孝

一



山 590-1994・ 7・ 20(第二種郵便物認可)

郎
）

山
梨
支
部
　
古
屋
学
而

（前
任

。
大
沢
伊
三

郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
東
海
支
部
寄
託
図
書

「山
岳
」
目
録
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野

通
巻

一
四
六
部
を
寄
託
し
た
。
　

　

承
認

四
、
農
大

「
ツ
イ
ン
ズ
」
登
山
隊
よ
り
都
岳

連

へ
の
推
薦
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
小
倉

承
認

五
、
闘
日
本
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

よ
り
後
援
依
頼
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
小
倉

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｏ
パ
ー
ト
２
と
し
て
、
国

内
六
か
所
の
列
島
リ
レ
ー
方
式
で
実
施
。
後

援
を
お
願
い
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
承
認

六
、
小
学
館
発
行

「
サ
ラ
イ
」
誌
七
月
号

ヘ

の
写
真
掲
載
依
頼
に
つ
い
て
　
　
　
　
小
倉

尾
瀬
特
集
号
に
三
十
～
四
十
年
前
の
写
真

の
複
写
許
可
の
要
請
が
あ

っ
た
。
作
業
に
は

武
居
会
員
が
当
た
り
、
出
典
は
日
本
山
岳
会

を
明
示
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

七
、
会
報

「山
」
の
印
刷
所
の
変
更
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

八
月
号
か
ら
技
報
堂
を
双
陽
社
に
変
更
す

る

（価
格
は
三
年
間
据
え
置
き
を
条
件
）
、

な
お

「山
岳
」
は
従
来
ど
お
り
。
　

　

承
認

［報
告
事
項
］

一
、

マ
カ
ル
ー

一
九
九
五
登
山
隊
に
つ
い
て

小
倉

・
村
井

四
月
十
五
日
に
小
倉

・
村
井
両
名
が
読
売

新
聞
社
を
訪
問
し
後
援
を
依
頼
し
た
が
、
現

在
の
経
済
状
態
か
ら
費
用
の
援
助
は
困
難
、

登
山
隊
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
七
月
か
ら
可

能
性
が
あ
る
が
、
選
挙
が
あ
れ
ば
八
月
に
な

る
、
と
の
返
事
が
あ

っ
た
。

二
、
ル
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
　
　
　
　
。中
川

施
工
業
者
に
は
、
合
見
積
を
と
り
検
討
の

結
果
、
ヤ
マ
ギ
ワ
電
機
に
決
定
。
常
務
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
。

三
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
機
器
設
置
登

山
隊
　
　
　
　
　
　
　
科
学
委
員
会

・
大
倉

中
村
、
柳
沼
ほ
か
学
生
六
名
で
六
月
四
日

出
発
予
定
。
新
し
い
観
測
装
置
三
点
設
置
。

四
、
外
国
人
登
山
者
の
増
加
と
遭
難
　
小
倉

北
ア
ル
プ
ス
に
外
国
人
登
山
者
が
急
増
し

遭
難
も
発
生
し
て
い
る
。
山
岳
保
険
加
入
等

に
つ
い
て
日
山
協
と
共
同
で
検
討
す
る
。

五
、
藤
平
会
長
か
ら
立
山

マ
ウ
ン
ト
ピ
ア
計

画
に
つ
い
て

こ
の
計
画
は

「北
ア
ル
プ
ス
の
乱
開
発
に

つ
な
が
り
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
に
人
を
入
れ
る

の
は
危
険
だ
」と

一
人
で
反
対
し
て
い
る
が
、

二
月
県
議
会
で
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
。

委
員
を
引
き
受
け
た
の
は
、
県
に
利
用
さ
れ

る
の
は
覚
悟
の
上
、
既
成
事
実
を
積
み
上
げ

る
県
の
や
り
方
に
ク
ギ
を
さ
す
の
が
目
的
だ

っ
た
。
私
は
今
で
も
、
こ
の
構
想
を
了
解
し

て
い
な
い
。

六
、
訪
台
親
善
登
山
と
収
支
　
山
口

・
大
谷

登
山
は
無
事
終
わ

っ
た
。
費
用
の
残
金
は

今
後
の
日
台
交
流
基
金
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
口

座
に
留
保
し
た
。

七
、
山
研
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
溝
口

六
月
二
十
日
、
自
転
車
振
興
会
の
最
終
検

査

（調
査
）
が
行
わ
れ
る
。

八
、
連
絡
委
員
会
に
つ
い
て
　
　
　
　
中
川

委
員
の
出
席
が
悪
い
。
各
理
事
も
経
過
を

知

っ
て
検
討
の
上
、
新
委
員
の
派
遣
な
り
を

考
え
て
ほ
し
い
。

九
、
五
月
二
十

一
日
支
部
長
会
議
　
　
小
倉

議
題
①

マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
　
②

九
十
周
年
記
念
式
典
開
催
と
地
方
支
部
ブ

ロ

ッ
ク
別
の
件
。
合
同
募
金
　
③
全
国
支
部
懇

談
会

（関
西
支
部
担
当
で
十
月
開
催
）
④
平

成
五
年
度
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

（青
登

懇
）
⑤
ル
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
　
⑥
そ
の
他

十
、
九
十
周
年
に
続
く
百
年
史
の
編
纂
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

①
文
章
に
よ
る
百
年
史
＝
望
月
、
織
内
、
松

丸
会
員
を
顧
間
、
南
井
理
事
担
当
　
②
映
像

に
よ
る
百
年
史
＝
羽
田
会
員
が
編
集
に
当
た

り
、
山
口
理
事
担
当
　
③
デ
ー
タ
バ
ン
ク
＝

三
上
、
誉
田
、
鈴
木
、
石
田
会
員
を
委
員
と

し
て
、
山
口
理
事
担
当
。

十

一
、
総
会
の
議
事
署
名
人
は
山
口

ｏ
水
野

会
員
に
依
頼

十
二
、
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ
科
学
探
検
隊
の
カ
ヌ

ー
遭
難
事
故
に
つ
い
て
、
中
村
進
会
員
か
ら

文
書
で
経
過
説
明
さ
れ
、
村
井
理
事
か
ら
補

足
説
明
が
な
さ
れ
た
。

十
三
、
西
堀
記
念
館
の
建
設
　
　
藤
平
会
長

滋
賀
県
湖
東
町
長
か
ら
電
話
で
依
頼
が
あ

っ
た
が
、
町
お
こ
し
に
使
わ
れ
て
は
困
る
の

で
、
主
題
が

「探
検
と
登
山
」
で
あ
る
な
ら

そ
の
目
的
で
進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

［委
員
会
報
告
］

●
自
然
保
護
委
員
会
　
四
月
十
六
日
、
秦
野

の
自
然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
参
加
者
二
七

八
名
。
当
日
午
前
の
渋
沢
丘
陵

ハ
イ
ク
、
午

後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
翌
日
の
ブ
ナ
枯
死
の

状
況
調
査
と
三
兎
を
追

っ
た
た
め
、
内
容
が

稀
薄
に
な

っ
た
き
ら
い
が
あ

っ
た
が
、
難
し

い
テ
ー
マ
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
、
ま
ず
ま

ず
の
成
功
で
あ

っ
た
。

●
自
然
保
護
専
門
委
員
会
　
四
月
二
十
九
日

～
五
月
七
日
、
ネ
パ
ー
ル
で
ラ
リ
グ
ラ
ス
の

植
林
実
習
を
行
い
、
多
く
の
収
穫
が
あ

っ
た
。

●
総
務
委
員
会
　
五
月
二
十

一
日
　
支
部
長

会
議
、
総
会
お
よ
び
懇
親
会
。　
　
　
　
　
　
　
＞

●
資
料
委
員
会
　
①
武
井
清
会
員

（東
京
在
　
１７

住
、
ア
ト
リ
エ
は
山
梨
県
白
洲
町
）
か
ら
絵
　
＜

画
寄
贈
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
②
滋
賀
県

ダ
イ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ス
ト

ロ
パ
ー
ク
天
研
館
か

ら
貸
し
出
し
要
請
の
あ

っ
た

「
ナ
ム
チ
ャ
バ

ル
ワ
登
頂
ｏ写
真
パ
ネ
ル
」
は
四
月
十

一
日
～

五
月
二
十

一
日
に
展
示
し
、
好
評
と
の
こ
と
。

③
四
月
二
十
九
日
～
三
十
日
、
上
高
地
山
研

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
、
資
料
室
を
オ
ー
プ
ン
。

●
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
六
月
二
十
五

日
～
二
十
六
日
、
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

と
共
催
で

「写
真
撮
影
会
」
を
開
催
予
定
。

場
所
は
八
ヶ
岳

ｏ
天
狗
岳
周
辺
、
黒
百
合
ヒ

ュ
ッ
テ

（宿
泊
）

［新
入
会
員
承
認
］

加
藤
功

一
他
三
十
二
名
。
復
活
二
名
。
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INFORMATION
◆
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
誘
い佳

本
△
〓
一李
言
員
〈
〓

例
年
の
と
お
り
楽
し
い
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
九
月
二
日

（土
）

午
後
五
時
よ
り

場
所
　
山
岳
会
ル
ー
ム

会
費
　
二
、
〇
〇
〇
円

申
込
　
不
要
　
当
日
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
六
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

本
年
度
全
国
集
会
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山

ふ
と
こ
ろ
早
川
町
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
九
月
十
七
日
（土
）
～
十
八
日

（
日
）

会
場
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
大
原
野
六

五

一
　

ヘ
ル
シ
ー
美
里

ａ
Ｏ
五
五
六
―
四
八
―
二
六
二

一

会
場
は
転
付
峠
入
口
に
近
く
、
廃
校

を
利
用
し
た
清
潔
な
宿
舎
で
す
。

テ
ー
マ

「山
の
自
然
保
護
を
考
え
る
」

①
富
士
山

ｏ
南
ア
ル
プ
ス

②
各
地
の
山
の
状
況
を
語
る

集
合
　
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
は
、
十
七
日
、

身
延
駅
改
札
口
十
時
十
分
集
合
。
十

五
分
発
の
バ
ス
に
乗
車

（身
延
山
久

遠
寺
奥
ノ
院
か
ら
赤
沢
宿
ま
で
の
ハ

イ
キ
ン
グ
）

会
場
受
付
　
十
五
時
よ
り

日
程
　
十
七
日
十
八
時
か
ら
懇
親
会
。
十
八

日
午
前
中
討
議
、
昼
食
後
ま
と
め
。

十
四
時
三
十
分
終
了
。

会
費

　
一
二
、
〇
〇
〇
円

（
一
泊
三
食
、
懇

親
会
費
等
）

申
込
　
宿
泊
予
約
の
た
め
八
月
二
十
日
ま
で

に
氏
名
、
会
員
番
号
、
生
年
月
日

（保
険
加
入
の
た
め
）
、

ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
不
参
加
を
記
入
し
、
は
が
き
で

〒

一
五
八
　
東
京
都
世
田
谷
区
等
々

力
五
―
二

一
―

一
一
一　
横
山
隆
宛

◆
探
索
山
行

「氷
河
地
形
を
科
学
す
る
」

科
学
研
究
委
員
会

紅
葉
の
は
じ
ま

っ
た
木
曽
駒
ヶ
岳
で
、
氷

河
地
形
の
観
察

・
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。
初

日
は
木
曽
駒
ヶ
岳
の
氷
河
地
形
に
つ
い
て
の

講
演
会
、
翌
日
は
中
岳
、
本
岳
を
経
て
濃
ヶ

池

（埋
積
カ
ー
ル
湖
）
、
将
果
頭
山
往
復
後
、

大
関
カ
ー
ル

（駒
飼
の
池
カ
ー
ル
）
経
由
、

千
畳
敷
カ
ー
ル
か
ら
下
山
す
る
予
定
で
す
。

日
時
　
十
月

一
日

（土
）
～
二
日

（
日
）

場
所
　
木
曽
駒
ヶ
岳

ｏ
宝
剣
山
荘

講
師
　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

有
井
琢
磨
会
員

日
程
　
十
月

一
日
十
七
時
、
宝
剣
山
荘
集
合

（
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
千
畳
敷
カ
ー
ル
駅

か
ら
約
四
十
分
）

講
演
お
よ
び
懇

親
会

十
月
二
日
　
早
朝
出
発
　
カ
ー
ル
地

形
を
見
学
、
二
時
頃
、
千
畳
敷
駅
で

解
散
。

会
費
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
九
、
〇
〇
〇
円
　
非
会

員

一
〇
、
〇
〇
〇
円

（宿
泊
費

一
泊

二
食
、
懇
親
会
費
、
傷
害
保
険
）

交
通
費
、
昼
食
代
は
別
。

申
込
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、

会
員
番
号

（ま
た
は
非
会
員
）
を
明

記
の
上
、
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
日

本
山
岳
会
事
務
局
ま
で
。
定
員
二
十

名
、
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
。
参

加
者
に
は
後
日
詳
細
案
内
書
を
送
付

し
ま
す
。

●
山
行
に
先
立

っ
て
、
有
井
講
師
に
よ
る
山

岳
氷
河
地
形
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。
山
行

不
参
加
の
方
も
聴
講
可
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

九
月
二
十
二
日

（木
）
午
後
六
時
半

よ
り
山
岳
会
ル
ー
ム
に
て
。

問
い
合
わ
せ
先
　
８
０
三
―
五
二
八
五
―

一

一
一
一

（内
線
二
五
二
六
）
国
立
予

研

・
北
野
ま
で
。

◆
東
北
地
区
集
会

・
七
ツ
森

宮
城
支
部

宮
城
支
部
と

っ
て
お
き
の
七
ツ
森
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
十
日

（土
）
～
十

一
日

（
日
）

場
所
　
宮
城
県
大
和
町

・
七
ツ
森

（五
万
分

の

一
地
図

「吉
岡
」
）

集
合
　
九
月
十
日
十
七
時

『
み
ち
の
く
路
』

（志
田
郡
鹿
島
台
町
広
長
字
石
川
原

四
番
甲
六
―
七

ａ
Ｏ
三
二
九
―
五
六
―
五
五

一
一
）

日
程
　
十
日
　
み
ち
の
く
路
で
懇
親
会

・
泊

十

一
日
　
懇
親
山
行

①
主
峰

コ
ー
ス
　
宮
床
登
山
ロ
ー
姥

坂
―
亀
の
子
岩
―
国
見
崎
―
笹
倉
山

（登
り
約

一
時
間
）

②
三
山
が
け
コ
ー
ス
　
信
楽
寺
―
お

ど
ろ
き
展
望
台
―
撫
倉
山
―
大
倉
山

―
蜂
倉
山

③
遊
歩
道

コ
ー
ス
　
信
楽
寺
―
原
阿

佐
緒
記
念
館

人
員
　
六
十
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

参
加
費

　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
　
参
加
申
込
者
　
１８

で
当
日
不
参
加
の
場
合
キ
ャ
ン
セ
ル
　
＜

料
を
申
し
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
　
九
月

一
日
ま
で
に
は
が
き
で
左
記

へ
。

〒
九
八
二
　
仙
台
市
太
白
区
八
木
山

南
五
―
二
―

一　

Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
城
支
部

事
務
局

・
千
石
信
夫
宛

問
い
合
わ
せ
先
　
千
石
信
夫
　
ａ
Ｏ
三
二
―

二
四
三
―
二
〇
七

一

（自
宅
）

佐
々
木
豊
喜
　
ａ
Ｏ
三
二
―
二
八

一

―
〇
〇
二
五

（自
宅
）

◆
全
国
支
部
集
会

関
西
支
部

期
日
　
十
月
十
五
日
（土
）
～
十
六
日

（
日
）

場
所
　
兵
庫
県

ハ
チ
高
原
と
氷
ノ
山

会
場
　
ハ
チ
高
原

ｏ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
白
樺
館
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参
加
費

　
一
五
、
〇
〇
〇
円

（宿
泊
費
　
懇

親
会
　
翌
日
の
弁
当
　
バ
ス
代
）

テ
ー
マ

「自
然
を
考
え
る
」
加
藤
文
太
郎

と
ブ
ナ
の
木

日
程
　
十
五
日
　
受
付
十
四
時
　
講
演
　
十

六
～
十
七
時
　
懇
親
会
十
八
～
二
十

時十
六
日
　
氷
ノ
山
登
山
　
八
時
出
発

他
、
但
馬
の
祭
典
参
加

申
込
　
九
月
十
五
日
ま
で
に
参
加
費
を

（
日

本
山
岳
会
関
西
支
部
　
振
替
番
号

〇
〇
九
二
〇
―
六
―
五
五
九
五
〇
）

お
送
り
く
だ
さ
い
。
入
金
を
確
認
次

第
詳
し
い
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

●
詳
し
く
は
次
号
に
。

◆
「山
の
高
さ
」
（鈴
木
弘
道

・
著
／
日
本
測

量
協
会
）
初
版
本
の
正
誤
表
の
お
知
ら
せ

同
書
の
初
版
本
を
求
め
ら
れ
た
方
は
、　
一

九
九
四
年

一
月

一
日
付
け
最
終
正
誤
表
を
本

会
事
務
局
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
第
二
版
は
訂
正
済
み
で
す
。

◆
上
高
地
山
岳
研
究
所
で
の
新
し
い
試
み

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

自
然
保
護
専
門
委
員
会

新
し
く
な

っ
た
上
高
地
の
山
岳
研
究
所
に

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
の
新
し
い
企
画
が
加

わ
り
ま
し
た
。
い
ま
自
然
保
護
専
門
委
員
会

で
行

っ
て
い
る
、
自
然
保
護
指
導
者
養
成
の

た
め
の

「山
の
自
然
学
現
地
講
座
」
で
勉
強

し
た
、
で
き
た
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ｏ
レ
ン

ジ
ャ
ー

（
つ
ま
り
は
素
人
）
が
、
八
月

一
杯

一
人
ず

つ
交
替
で
つ
め
て
い
ま
す
。
上
高
地

周
辺
の
自
然
に
つ
い
て
、
ご

一
緒
に
歩
き
な

が
ら
、
覚
え
た
て
の
自
然
学
を
お
教
え
し
よ

う
と
い
う
の
で
す
。
（自
然
解
説
員

・
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー

・
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
）
ど

う
か
彼
ら
の
力
試
し
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．

ご
希
望
の
場
合
、
山
研
に
事
前
に
申
し
込

ま
れ
る
か
、
当
日
、
本
人
に
話
さ
れ
る
か
、

ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

◆
平
成
六
年
度

ｏ
年
次
晩
餐
会
で
写
真
展
を

開
催
、
一
般
会
員
よ
り
作
品
公
募
（予
告
）

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

今
年
の
年
次
晩
餐
会

（十
二
月
二
日
）
に

は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
写
真
展
を
開
催
し
ま
す

展
示
は
会
員
か
ら
の

一
般
公
募
作
品
と
い
た

し
ま
す
の
で
、
ア
マ
ｏ
プ

ロ
を
問
わ
ず
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
募
締
切
　
九
月
末
日
ま
で

展
示
仕
様
　
半
切
（二
五
六

×
四
三
二
ミ
リ
）

マ
ッ
ト
パ
ネ
ル
仕
上
げ

展
示
点
数
　
約
八
十
点

（応
募
作
品
は
選
考

調
製
し
、
展
示
プ
リ
ン
ト
は
す

べ
て

一
括
し
て
プ

ロ
ラ
ボ
で
処

理
し
ま
す
）

公
募
要
項
　
制
作
費
な
ど
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
た
だ
し
、
今
回
の
展

示
は
で
き
る
だ
け
年
次
晩
餐
会

に
出
席
で
き
る
会
員
の
作
品
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆

マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
の

事
務
局
開
設
Ｈ

来
年
の
マ
カ
ル
ー
登
山
に
向
け
て
、
七
月

九
日
よ
り
事
務
局
を
開
設
し
ま
す
。

場
所
　
一Ｔ
一
〇
三
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

小
舟
町
七
番
二
号
　
読
売
日
本
橋
別

館
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
三
―
三
二
四
九
―
五

一
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
三
―
三
二
四
九
―
五
二
一
六

事
務
局
員
　
滝
澤
ち
よ
子

（
一
〇
三
四
八
）

勤
務
時
間
　
十
時
～
十
八
時

（
５
月
）

９

日

１０

日

１１

日日

１３

日

２４

日

２６

日

３０

日

1716
日 日

23 20 19 18
日 日 日 日

図
書
委
員
会
　
連
絡
委
員
会

二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
ケ

ッ
チ

ク
ラ
ブ

山
研
委
員
会

学
生
部
　
科
学
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン

・
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ総
務
委
員
会

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
自
然
保

護
専
門
委
員
会

三
水
会
　
リ
フ
ォ
ー
ム
委
員
会

学
生
部
　
青
年
部

理
事
会
　
マ
カ
ル
ー
小
委
員
会

資
料
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会

学
生
部
　
リ
フ
ォ
ー
ム
委
員
会

集
会
委
員
会

●

ル
＝
ム
日
詭

３１
日
　
海
外
委
員
会

５
月
来
室
者
４６９
名

■
会
員
異
動

▼
物
故
　
本
吉
博

（九
〇
六
八
）
５

ｏ
ｌ２

ｏ

２５
　
堀
田
恵

（
一
〇
八
九
八
）
６

ｏ
２

ｏ
２１

島
村
為
男

（二
六
七
九
）
６

ｏ
３

ｏ
８
　
竹

田
暉

（七
四
三
六
）
６

ｏ
４

ｏ
ｌ７
　
佐
藤
冨

佐
雄

（五
八
四
三
）
６

ｏ
４

ｏ
２１
　
▼
退
会

清
野
正
三

（四
八
九
九
）

秋
元
常
夫

（二

六
二
三
）
新
谷
受
克

（九
九
二
八
）
　

松
井

淳
子

（
一
一
二
五
六
）

石
田
登
規
男

（三

七
〇
三
）

梅
悼

マ
ヤ
オ

（
一
一
三
二

一
）

河
原
正
徳

（八
六
九

一
）
以
上
６

ｏ
４

ｏ
３０

中
村

一
男

（九
〇
五
三
）
６

ｏ
５

ｏ
８
　
松
　
＞

島
俊
裕

（
一
一
三
六
六
）
６

ｏ
５

ｏ
ｌ２
　
女
　
１９

子
登
攀
ク
ラ
ブ

（六
七
五
二
）
６

ｏ
５

ｏ
ｌ９
　
＜

入
江
睦
子

（
一
〇
〇

一
三
）
６

ｏ
５
ｏ
２３

白
井
幸
也

（
一
〇
七
八
九
）
６

ｏ
４

ｏ
２５

中
川
義
夫

（四
七
八
七
）
６

ｏ
５

ｏ
２６
　
一
一

木
久
男

（九
四
八
五
）
６

ｏ
５

ｏ
２６
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